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どA診な図形の面矛責も

早く キモト・う°ラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上
に並べ、これを円筒に巻き

簡単につけて定回転させながら光
学酌に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累種することによっ

て、図形の面積を平方センチメートルで表

示する高精度のデジタル面積測定機です。

キモト・プラニは、機構部、独立同期電源

部および、カウンター部分よりなっており

ます。

調幾は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト．~スラー

株式会社ももと
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太郎杉判決に思う

や
６
ｊ
崎
●
＆
酋
壱

吉 村清英

(森林開発公団理事長）

『＝

日光国立公園利用上，最も重要な幹線道路である国道120号線沿いの，東照

宮境内に立つ太郎杉はじめ一群のスギ立木を，国道拡幅のために伐採しようと

する建設省と栃木県に対して，東照宮が文化財と自然景観保護の立場から，拡

幅より，別にバイパスを開設すべきであると，立木の伐採に真向から反対して，

昭和39年以来宇都宮地方裁判所で争ってきた。その判決が去る4月9日，5年

ぶりに下されて，東照宮のいい分が認められ，国と県の主張は退けられた。と

ころが東照宮の言うように，別の道路を作ることになると，現在の拡幅計画

の30倍の13億円余の費用がかかるのだそうである。しかしそれでも，この判決

に対する反響を見ると，諸新聞の社説，投書，テレビなどがほとんど，これら

の立木の保存のためには，このように膨大な徴用をも惜しむべきではないとし

て，この判決を賞賛しているようである。果たしてこれでよいのだろうか。確

かに，そう判断すべき場合も無いわけではないと思う。わたくしにも東照宮側

の主張する気持がわからない訳ではないし，この裁判で，自然の重要性が非常

に強く取りあげられたことは，まことに画期的なことであって，その限りでは，

なんら異論をさしはさむものではないが，ただこの判決を引き出した物差しの

あて方に，どうしても割り切れない疑問が残るのである､
このような境内林とは異なるが，わたくしどもが扱う森林に対しても，近ご

ろ同様に，随分厳しい批判が行なわれる。都市の人口過密状態が今日のように

ひどくなって，住民の生活が不健全になれば，いきおい自然の緑が貴重な存在

になることは，言われるまでもないことである。都市住民の多くに，このよう

な生活環境からのがれて，自然の中に休謎を求めようとする傾向が高まりつつ

あることは，わたくしどももむしろ歓迎すべきことで，邪魔になどせず，あた

う限り，その要請にこたえるべきであると思う。しかしこのごろ，自然，なか

んずく森林の自然ｳ縦機能に対する評価がますます高まるにつれて，その保護
保存を願うあまり，森林の伐採を，むやみに八つ当たり的に，罪悪視するよう

な風潮が強まり，森林の正常な経営をさえ，はばもうとするようなきざしが見

えるのは，まことに困ったことである。この太郎杉判決が，そのように行き過

ぎた自然保護の動きの足がかりなどにならなければよいがと心配になる。聞け

ば国と県はこの判決を不服として，東京高等裁判所に控訴したそうである。い

ずれにしても，第二審がどういうことになるか，注目して待ちたいと思う。

－1－
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の育成と，適正な林業技術によって先天的，または後天

的の性質を改良し，カラマツの価値を高め他樹種に劣ら

ない林業の確立を期することが肝要であると思う。

○カラマツの成長カラマツは成長のよい木というこ

とで北海道で大いに植えられているが，その成長量は他

の樹種と比べてどの程度であるかを既往の文献によって

調べると表－1に示すようになる。

この表での重量は全乾重量であって，実数とトドマツ

を100としたときの比較値をのせてある。この基準とし

だ野幌のトドマツは成長が非常によいもので，これ以上

またはこれに近い値を示せば成長がよいと判断される。

表1成長量の比較(1ha当たり年平均成長量）

カラマツ材の

性質と利用について

◆
１
４
．
と
■
画

半沢道郎

（北海道大学教授）

一一一一ー

カラマツは造林に際して風衝に弱く，野鼠や兎の被害

を受けやすく，先枯病のような病害に犯されるなどの欠

点があり，利用の上からも従来余り貴重視されないで，

むしろ比較的欠点の多い使いがたい材と考えられていた

が，成長が速やかでその劉に比重が大きく，立地の土壌

的要求が低く，寒冷地にもよく生育する勝れた性質を有

するために，北海道において有力な造林樹種としてその

造林が奨励され，､その蓄積も800万In3を越え，現在40~

50万nl3の出材が得られ,10年後には約250万m3,20年後
には約450万In3の出材が見込まれる状況で，全国的には

相当広い造林面積があり，大量の生産が見込まれている

カラマツ材の性質は理学的には細胞の形態，組織の柵

造，繊維の形態と配列，成長過程における成熟度，年輪

幅，夏材率，空隙量と比重，水との関係（含水錘，乾燥

吸水,収縮,膨潤変形)などによってその用途が規制さ.れ

る構造的，強度的の特質があり，化学的には低重合度の

糖類を多く含むために木質繊維として利用する場合に糖

障害の原因となり，親水性基が多いために吸湿性が高

く，乾式法で造った繊維板のﾐI変安定性を不良にする原

因となったり，ケミカルパルプの収率を低くする原因に

もなる。また抽出成分のポリフェノール類が材の色や，

パルプ化の難易に関係し，精油成分や樹脂成分が材の耐

久性，野鼠や兎の嗜妬嫌悪に関係するなどその化学的

成分組成によって現われる特性がある。

カラマツ材の性質に関する研究報告や，利用に関する

文献がすでに数多く発表されているが，造林面積が拡大

し，蓄積と生産が増加する現状において，林産学的に利

用の立場から改めて検討，再評価する必要がある。この

なかで問題点を指摘し，カラマツの特性を生かした合理

的な利用法を講じ，欠点を補う新しい技術を考案して，

カラマツ材を原料とした優秀な描造材料，パルプその他

の理学的，化学的製品を得る手がかりとした。さらに林

学の立場からも利用を考えた材質を対象として優良品種

一

|濁議駕冨樹鯉’ 場所
トドマツ北海道・野幌4210.21003.29100加納1)

エゾマツ〃424．4431．5547〃

オウシュウトウ上〃487．6742．6179〃

乙輿ツ北海道･山部399.7952.8185平井勤
共;-北海道･野幌4212.71243.521O7加納1）
カラマツ〃467．0692．70．82"

カラマツ〃3113．91363．89118平井3）

カラマツ縦県.山中30292812037〃‘）
グイマツ北海道・野幌417.1702.9489加納1)

スギ茨城県・大子568．5832．648O平井5）

スギ千葉県・清澄5210.0983.29100"6)

ヒノキ′28蝋鍔6甥1塁6〃ｱ）
同じ野幌に植栽されたカラマツでは46年生のものはトド

マツの材積で69％，重量で82％であるが，31年生のもの

はそれぞれ136および118％でトドマツより成長がよい。

後者において材積よりも重量の方の割合が小さいのはこ

の材の比重がトドマツより小さかったためで，樹齢の若

いカラマツではこのようなことがある。場所によっては

カラマツよりトドマツの方が成長のよい場合もあり，そ

の土地にあった樹種を選ばねばならないのは当然であ

る。

物理的な性質と利用

木材を土木，建築，内装，家具，建具，楽器運動用

具などの材料として用いる場合，適度の重量，剛さ，強

さ，寸法の安定性加工性などが要求される。また同時

に，同一樹種内における材質の安定性も重要である。北

海道では開拓以来，豊富な蓄積とすぐれた材質をもつエ

ゾマツ，トドマツが大いに使われて来た。そして先人た

ちは天然時伐採と同時に，造林を考え，幼林の成長が非

常Iこ早いカラマツを造林樹種しとて本州から導入した。

劇
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，
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それから丸太として使用しうるようになった大正10年ご

ろ，その用途開拓のため道庁では坑木としての利用を奨

励したが，樹皮をむいたあとトケがあるため嫌われ，な

かなかエゾマツ,1､ドマツには代わることができなかっ

た鍼カラマツの生産も増え，価格の面とともにエゾマ

ツ，トドマツは貴重材であるという考えの普及によっ

て，昭和4，5年には坑木の70％を占めるまでになり，

坑木＝カラマツと考えられるようになった。さらに，最

近の木材需要の大幅な増加とこれに対する国内木材資源

の不足は大量の外材輸入となり，童たいままで特定の用

途にのみ使用されていた樹壷も一般的な用途にも使われ
るようになった。道内の植栽カラマツもかなり径級の大

きいものが生産されるようになり，当然，製材されて，

いままでエゾマツ，トドマツが使用されていた分野へ進

出して来た。

○カラマツ材の欠点しかし，カラマツ材はエゾマ

ツ，トドマツ材に比べて多くの欠点をもつ。その最大は

狂いやすい，特にねじれが大きいことである。これは旋

回木理から生ずるもので，育種学的に野鼠，兎，樹病な

どに関する問題とともに解決されればカラマツ材の価値

も高まるものである。このねじれ防止は加工上，乾燥技

術と集成工法によって行なうことも可能である。このカ

ラマツ材のねじれの度合は旋回木理が大きいほどはげし

い。さらに，カラマツ材の持つ欠点は材質のバラツキが

大きいことである。

いま測定結果の1例をあげると表-2のようになる。

表－2苫小牧産カラマツ材の性質8）

力沃で，広いものは小である。したがって，材質を均一

にするには造林木の年輪幅を一定にする．ような育林方法

をとらねばならない。初期における成長の適当なコント

ロールとその後の成長の促進が重点となろう。表－2で，

強度の割にヤング係数力抵いのは幼時の成長が早い造林

木特有のものである。すなわち，樹幹の中心部分力群輪

幅の広い比重の低い櫛で占められ，さらに，この部分が
未成熟材であるためである。未成熟材は同じ比重の成熟

材にくらべて，ヤング係数の小さいのが特徴である。

○利用の現状このようにカラマツ造林木は乾燥によ

ってねじれ，かつ材質のバラツキが大きく，またヤング

係数の小さい部分が多いという欠点をもつ｡このため，

狂いや変形が問題となるものの溝造材料としてはむかな

いことになる。したがって，現状では倉庫，物置などの

ように，多少の狂いや荷重による変形もあまり問題にし

ないような建物や魚箱，電線をまきつけるドラムその他

の仮設材料として用いられる程度である。いかに木材資

源が不足であってもﾀI材を多量に輸入できる現状ではカ

ラマツ材を高級用途へ向けるところまでいかない。高級

用途に向けるためには狂いをなくすること，強度の増大

と材質の安定化をはかることが必要となる。

○強度の増大と安定化いま，カラマツ材を梁として

使用する場合を考えてみよう。この場合は荷重によるた

わみと耐力が問題となる。たわみについては材料のヤン

グ係数と断面寸法がきいてくる。カラマツ造林木ではヤ

ング係数の小さいものが多いので，たわみを制限以内に

おさえるには断面を大きくしなければならない。耐力に

ついては材料の強さ，特に引張り強さ，また梁の背が高

いときにはせん断強さが関係因子となる。カラマツ丸太

の中心部の年輪幅の広い部分が梁の下面にきて，引張り

を受けるときはきわめてもろくなる。すなわち，荷重に

よるたわみがあまり増大しないうちに，急激に破壊し，

危険である。

このような梁にはカラマツ単材を用いずに集成工法に

より，カラマツ材のなかでも引張り強さの大きい挽材，

またはほかの樹種，たとえば良質のエゾマツ材を下面に

もってくることによって，力学的性質のすぐれたものを

作り出して使用すればよい。

次にこの例を道立林産試験場で行なったカラマツ集成

材の研究9,10)からみてみよう。

○カラマツ集成材まず，狂いの防止の研究として図

－1に示すように，ラミナ（集成材を構成する挽板)の枚

数を2～5枚とし，それらを木表と木表，木裏と木裏を

はり合わせる方法のIのグループと，もとの角材を復元

するような方法のⅡのグループを作り，3カ月間温度20

患

8

＝

畷小値平均値|最大値
0．4～3.6～13.3

270～370～530

6．1～10.2～14.2

25．3－÷352～462

54～78～108

488～709～990

0．24～0．45～0．87

項 目

1
平均年輪幅(】ⅢII)

容積密度(kg/m3)

体積収縮率(％）

縦圧縮強さ(ks/cm2)

曲げヤング係数(103kS/cm2)

曲げ強き(kS/'anl2)

衡撃吸収エネルギー(kg/cnl2)

《
〆
一

６
■
６

ここで，容積密度は生材の単位体積当たりの全職竃鍛．

体積収縮率は生材から全乾状態までの収縮率，強度関係

ば気乾状態のもののJISによる試験値である。このよう

に各数値とも最大値と最小値の差が非常に大きい。これ

は主として年輪幅の広狭に起因するものである。カラマ

ツ材のように年輪の明瞭なもの，すなわち，春材と夏材

の材質の差の大きいものでは，夏材率によって材質の差

が生ずるもので，一般に年輪幅の狭いものは比重，強度

一一一3－-一一
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表－3カラマツ集成材および角材の狂い

薑 区分|翌智愚鯛
集成材IA31(1～51)

B12(1～35)

C15(2～39)

D10(2～15)

集成材ⅡA113,~/28～244)

B93(29～150)

C57(28～76)

D56(29～100)

心持正角142（24～300)

心去正角43（9～100)

曲がり(中央矢高/材長,％）
平均値(蝿囲）I

0.15(0.05～0.43)

0.12(0.03～0.22)

0．15（0.08～0.30)

0．09(0.05～0.16)

0.26(0.08～0.42)

0.12（0.03～0.27）

0.12(0.05～0.19)

0.11(0.08～0.22)

0.52（0.15～1.36）

0.26（0.06～1.00）

一一一一／β－
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図－1集成材断面繊戊図

C°，関係湿度50％（平衡含水率9％）の室内に外力が

かからない状態で放置して狂いを測定した。その紬果は

表－3に示すとおりである。

この狂いについて，ねじれでは規格(JAS)に数値的に

明示されていないので，経験的に役物分15/m以下，並

1等43分/m以下，並2等:75分/rn以下とし，曲がりでは

規格により役物，並1等0.2以下，並2等0.3以下とすれ

",Iグループの集成材ではほとんど実用上甫容される

程度の狂いといえる。Ⅱグループのものは曲がりではI

グループのものに比べ遜色はないが，ねじれに関しては

かなり大きく,C,Dで並2等やっとというところであ

る。また角材（単一掴）については心持角の狂いが非常

に大きく，ほとんどが並2等に入れないが，心去角では

大体並2等に入る程度の狂いにとどまっている。このよ

うに狂い防止を目的として集成材を製造する場合は断面

櫛戊に当たって，ねじれ，そりなどの狂いの方向差を考

慮して，互に拘束するようにラミナを配置すれば，十分

その効果が期待できると考えられる。

力学的性質に関してはラミナのヤング係数を測定し，

それによって集成材の織成をきめれば期待どおりの製品

ができるであろう。このことに関しては次のような研究

結果10)がある。

まず，カラマツラミナ（厚さ2皿）307枚について，

曲げヤング係数を測定した。この数値は比重0.31～0.50

～0.69,ヤング係数55～113～219×103kg/cm2である。こ

れからヤング係数のほぼ等しいもののみを組み合わせた

7層の集成材14本を作製して曲げ試験を行なった。その

うちの代表的なものを選び出すと表一4のようになる。

ここにみられるように，ラミナのヤング係数から集成梁

のヤング係数が計算でき，その値は実測値と非常によく

一致し，また曲げ強さもヤング係数に比例していること

が知られる。このように集成材ではそのラミナのヤング

係数を測定することによって，製品の性能を予測できる

ことが最大の特色である。品質表示を明確にできるよう

になって初めて木製品が他材料の製品と対抗しうること

になる。

母

曰

《
』表－4カラマツ集成材のヤング係数と曲げ強さ

計算ヤング係数
Ecal

(103kgﾉm2)

152

120

100

78

実測ヤング係数
Em

(103kg/cm2)

148

125

99

81

|W"|随『u"
7280．55

5530．50

4230，50

3041，“
カラマツ材を雛造材料として用途を広めるには，ここ

に述べたような方法で，集成材にして狂いを防止し，強

度の増大と安定化をはからねばならないと考える。

化学的性質と利用

他方カラマツを化学的に利用する場合に，他の樹種と

比べてどのような特質をもっているかをみると，木材分

析のうえからは冷水，温水および稀アルカリ溶液に可溶

の成分が多いことがとくに目立っている。このことはカ

ラマツの材のなかに水に溶けやすい成分や，酸性の成分

の多いことを示しているのであって，アラピノガラクタ

ンのような水溶性多糖類や，アロマデンドリンやタキシ

ホリンのようなフェノール系の物質を多く含有するため

である。これらの抽出成分以外の主要成分については，

アラビノガラクタン以外のヘミセルロースは比較的に少

ないが，セルロースやリグニンについては他の針蕊樹材

のものと比較して，含有量や性質にはそれほど大きい相

迩はみられない。カラマツの樹皮にはタンニンや樹脂霞

のような水溶性のポリフェノールや酸性物質が含まれて

いる。

樹木に含まれる成分がその樹種の耐病性，耐朽性，野

鼠,．野兎の害や虫害に対する抵抗性に影響し，育林上の

問題として取り上げられるが，カラマツについてはとく

に先柚病や鼠兎の食害の関係から樹皮や蕊の特殊な成分

について研究が行なわれている。テルペン類，樹脂酸，

Ｂ
§

《
署 ▽
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フェノール成分がその対象とされていろ。

林産物を化学的に利用する場合に，林地において生立

木から生産されるもの，たとえば，葉，樹皮，樹液，樹

脂,果実葱どを採取して利用する場合,と立木を伐採して

樹皮や材の成分を利用する場合に分けることができる。

後者の場合にも主要成分を利用するものと抽出成分を利

用するものがある。

○カラマツの樹脂とその利用カラマツの生立木から

樹脂（オレオレジン）を採取することは欧州において

は，すでに100年前から行なわれているが，最近松脂採

取用のマツが減少してきたのでカラマツから採取するこ

とが考えられ，特にソ連ではシベリヤカラマツから採取

され，研究報告も多く出されている。わが国でも十数年

前から採取試験が行なわれ，成分の研究も行なわれてい

るが，マツ林力鍼少しカラマツ林が増えている現状では

一屑研究を進める必要があると考えられる。シベリヤで

は地方や季節によって差があるが一季節に100本の樹か

ら2.2～14kgの生産がある。カラマツの樹脂は生松脂と

比べて不鹸化物の含有量が多く，淡黄色で無定形樹脂と

して薬用，セルロースラッカーの柔軟剤，サイズ剤，石

鹸工業，ゴム工業でタイヤの製造などの原料に適してい

るとして，ソ連では松脂に2劉程度混合して使われてい

るようである。

○抽出成分の利用カラマツの樹皮には10%内外のタ

ンニンが含まれ，グイマツの樹皮には16～20％近い含量

があるという報告がある。カテコール型のタンニンと考

えられているが撰皮剤として利用されるので，ソ連では

大堂に生産されるカラマツ樹皮の利用の一つとして取り

上げられている。タンニン材料を多く輸入しているわが

国でもなお研究する必要があると思う。

水溶性多糖類のアラピノガラクタンはカラマツ材の重

要な特徴であるが，その含有通は樹種によって相当に幅

の広い変動があり，糟の職成にも相違がある。Timellll)

の文献から抜粋すると表－5のようである。

アラビノガラクタンの分子錘は超遠心で分けると，

100,000程度のものと160.000程度の二種類が混ざってい

るときれている。また樹体内の分布は巨視的には辺材よ

りも心材に多く，垂直的には樹高の高い部分は低い部分

より多く含有し，水平的には髄からﾀ郷にむかって次第

に増加し，心材と辺材の境界付近において急激な増加を

示している。また若齢樹ほど含錘が多いと報告されてい

る。顕微鏡的にはCote12)によればアラピノガラクタン

は主として心材の仮導管の細胞の内腔中に存在すること

を位相差顕微鏡の観察から明らかにしている。放射柔細

胞や樹脂道を形成するエピセリウム細胞や中間層の中に

妻5アラピノガラクタンの性質

種類亨瀞力琵i薮』ｽ["]D
＋1獣ニホンカラ･マツ3.0～8.0

ダフリカカラマツ16～24

シベリヤカラマッ一

欧州カラマツ4～16

アルペンカラマツ2．1～5.6

東部カラマツ(北米）5～21

西部カラマツ(北米）8.4～8.6

８
９
４
４
２

。

と
■
の
■

７
６
５
５
６

－
８
６
一
一
一
一

９
５
３
６
６
８
８

①

◆
●
●
の

５
５
２
３
３

。
。
◎
一
○

一
２
加
一
ｕ
γ
狸

廻
十
十
十
十

十
一

心

も含まれるが，中間層や細胞膜に含まれる量はむしろ少

ない(全量の0～10%)。このようなことからアラピノガ

ラクタンは細胞膜を構成する成分ではなく，むしろゴム

質や粘質物のような分泌物に近く，体内に分泌され細胞

内に蓄蔵されたものと考えられるが，その生理的役割に

ついてはまったくあいまいで生命に必須な成分であると

はほとんど考えられていない。

カラマツ材に特に多いこの成分を抽出して利用するこ

とが考えられ，アラビアゴムと同様に食品または医薬，

印刷インキなどの低粘度の乳化剤として利用され，醗酵

によるアルコールの製造，水素添加によるダルシトール

の製造，酸化による粘液酸や確酸の製造などが謎読され

ている。最近アメリカのSt・RegisPaperCo.で西部カ

ラマツの材を水で抽出し，濃縮してシラップとし，アル

コールで沈澱して粉末状のアラピノガラクタンを造り

"STRactan''の商品名で市販している。

アラピノガラクタンの興味ある利用法としてバインダ

ーレスボードの製造があるが，パーチクルポードの製造

に合成樹脂接着剤を使用しないので，その代わりにアラ

ピノガラクタンを鋸屑の5％程度の量を加えてボードを

製造する方法である。水分含麺20%前後の松材の鋸屑に

混ぜて165～170｡C,25kg/cIII2,1mm/1mm厚さの条件で

熟圧して温度が20｡Cに下るまで圧締して造ったボード

は合峨脂を加えて製造した一般木質パー チクルボード
の規格に適合し，耐水性も規賂以上のものが得られたと

いう報告がある。わが国においても岩下氏'3)の研究があ

る。

カラマツの繊維板については林産試験場の研究があ

る14)。

○カラマツのパルプ化カラマツ材を原料としてパル

プを製造することは50年位前から試みられたが，パルプ

原木としてはあまり歓迎されないで今日に至っている。

これは砕木パルプは所要電力も多く淡黄褐色に着色し，

漂白しがたく，心辺材，春，夏材，成熟，未成熟など,の

材質の変動のために不均一なパルプが得られ紙力が低下

6

＝
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する。一方化学的に製造するケミカルパルプにおいても

前述したように心材に多く含まれるフェノール系物質の

ために亜硫酸による蒸解が困難であり，水溶性のアラピ

ノガラクタンの存在のためにパルプの収率が低く，さら

に溶出したアラビノガラクタンが蒸煮液と反応して水素

イオン澱度を低下することによって，フェノール系物質

とリグニンとの反応を促進して脱リグニンを阻害する。

しかしあらかじめチップを苛性ソーダ，炭酸ソーダまた

はアセトンなどに浸漬して阻害物質を抽出除去すれば，

亜硫酸法によっても蒸解される。この場合にはベースは

Caf)MgよりもNaの方が適しているとされている。

近年亜硫酸法は二段蒸解法が発達し，従来亜硫酸法で蒸

解困難であった材もパルプ化されるようになり，カラマ

ツ材もあらかじめ150～170｡Cで前加水分解してアラビ

ノガラクタンを除去してから蒸解すれば漂白性と反応性

のよい溶解用パルプが得られるとの報告がある。また

Stora法やSivola法でもよく蒸解される。二段蒸職こよ

っても生成パルプが黄色になることは避けがたいものと

きれていたが,相田，菊地ら14)は改良二段蒸解によって

第1段をpH8～11,温度150～180°Cでサルファイト

溶液で蒸解し，大部分の蒸解液を除去してから，第2段

に稀亜硫酸溶液でpH1.0～2.5になるように高温で蒸煮

すると黄色にならない白色度の高い鯛製しやすいパルプ

が得られた。しかしわ力武国ではカラマツを亜硫酸法で蒸

解することにはあまり期待が持たれない。

他方硫酸塩法（クラフト法）ではカラマツ特有のアラ

ビノガラクタンやフェノール系物質の影難が少なく，容

易に均一に蒸解される。しかし良質の溶解用パルプを製

造するためには，やはり前処理を行なう二段蒸解の方が

よく，前処理法としては熱水抽出，水蒸煮，黒液蒸煮，

酸蒸煮，炭酸ソーダ抽出などが試みられている。酸で加

水分解したものは得られたパルプの分子量分布が均一

で，低分子量のものが少なく溶解用パルプとして好適で

ある。これは前処理によって木材の柵造が弛められ，ア

ルカリ性の蒸煮液の細胞への浸透が容易になるためと考

えられている。しかし漂白性のよい良質のパルプを得る

ためには活性アルカリの濃度を高くすることが必要でパ

ルプの収量も低下する不利は避けられないようである。

セミケミカルパルプの原料としては元来針葉樹は不適

当であって，カラマツを使用する研究も少なく，あまり

よい結果は得られていない。ケミグランドパルプも前述

したカラマツ材の性質からみて，薬液の浸透が悪く不適

当であると思われる°

チップをリファイナーでパルプ化するRGP法は電力

消費鐘は大きいが，得られたパルプは繊維が長く，紙の

強度，特に引裂強度が高く，将来有望なパルプ製造法で

あるが，カラマツを使用したものには王子製紙株式会社

の研究15)などがあり，今後の進展が期待される。

材質的に繼造用材として余り歓迎されないカラマツ材

を原料として優良なパルプを製造することは重要であ

る。チップで輸入されるダグラスファーなどに比べてむ

しろ扱いやすい点もあるということであるから，カラマ

ツ材のパルプ化についても一層の研究力謹蓑れる･

○カラマツの木炭カラマツの木炭は燐の含有量が篠

いことから製鋼や冶金用の木炭として有効である。また

活性炭原料としても使用される。われわれの研究室で行

なっている水和活性炭の製造法卿によれば，カラマツの

樹皮，材ともにかなり吸着性能の良い活挫炭力需られる

ことがわかったので，この方面の原料としては十分利用

よれるものと考えられる。

○ ○○

カラマツ材の性質と利用についてきわめて大ざっぱな

解説を試みたのであるが，成長が早く寒冷地にもよく生

育するカラマツの特性をさらに育種技術によって育林上

の欠点を除き，育林技術によって材質を鞭善するように

し，育てやすく使いやすいカラマツを育成する技術の確

立が望まれる。また林地においては立木から樹脂を採取

して利用し，理学的の利用では集成材を製造して造林木

の欠点を補うようにし，用材として利用できない材から

はアラピノガラクタンを抽出して利用し，その残材はパ

ルプ原料，ボード原料として利用し，樹皮からはタンニ

ンを抽出し，廃材は炭化して活性炭原料とするような集

約的な利用をすることによって，カラマツが重要な林産

資源として再評価されることを期待している。なおカラ

マツ材の性質と利用についての詳細は北方林業叢書41を

参照していただきたい。

あとがき

昨年北方林業会がカラマツ材の性質と利用の問題を再

検討することを目的として，北海道大学農学部の林産学

科と北海道立林産試験場の者が分担執筆して「北方林

業」誌に講座「カラマツ材の性質と利用」を1カ年にわ

たって掲職し，本年1月同会から北方林業叢書の第41集

として1冊の本にまとめて発刊された。その叢書に執筆

者を代表して沢田稔氏とわたくしが共編者になった。こ

のために過日林業技術の編集の方からカラマツ材の性質

と利用について執筆の依頼を受けたのである。いろいろ

の点から沢田教授の方力適任なのであるが止むをえない

事情でわたくしがお引受けすることになった。執筆に当

たって叢書の編集に助力された里中聖一氏と宮島寛氏の

協力をいただいた。特に理学的利用についてはほとんど

、
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；材や皮は染料として使用される様です。 も

この樹木は,大変成長が早く，普通の樹木であれば；
〔街路樹シリーズその15〕、10年で15～20m成長するところ，この樹木は25mにもﾐ
モ クマオウ、

成長する場合があるといわれています。そして直根性i
であるため耐風力が強く，海岸地方に多く使用される§

'一属~科の植物であり熱など防風林などに最高であるとともに風致木としても；
している有用樹種です｡こ大変よい樹木です｡ただ,街路樹としては直根性の植：
ンド・小笠原群島・台湾．、物であるため移植が困難であるので,欠樹補植のできき

方で多く栽培および植栽さない事が欠点である樹木といえましょう。；

dO1

モクマオウという樹木は’一属一科の植物であり熱

帯および亜熱帯に広く分布している有用樹種です。こ

の樹木の原産は豪州で，インド・小笠原群島・台湾．

フロリダ州等の熱帯の各地方で多く栽培および植栽さ

れている樹木です。外観をちょっと見ますと針葉樹に

似ておりますが，ていねいにその葉溌手に取って観察

しますと，ちょうどスギナの葉の様に，幾つかの短な

節がつながり，松の葉の様になっている樹木で，小笠

原群島の島民はこの樹木の事を「メリケンマツ」など

とよんでいるとの事です。

この樹木は常緑喬木で，高き40mにも達し，幹回り

も3mにもなる様です。この樹木の特長は，雌雄同株

でありながら，雄花と雌花力捌々の枝の先端に花をつ

ける事と，この樹木の花の咲く時期鍼同じ樹種であ

りながらまちまちで,花期が一定しない事です。日本

では大体6月ごろが一番多いといわれております。そ

の花期には，枝や幹などに花粉を降り注がせて黄金色

に染めるのです。この木の花期だな，と知る事ができ

ます。ちょうどわたくしが昨年九州に行った時，その

光景を見る事ができましたが，あまり美しいものでは

あり'ませんでした。しかしこの樹木の用途は広く，ま

ず，建築材として大変良質であるようです。その他薪

ぶ
ち

P

《
」

必

鹿児島県庁付近j
， ；
文，写真・落合和夫（東京都・道路工事部） §
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…｡画く特集＞……………･画…………………･輪■ ■

年代｜樹種
針葉樹

1921年Piceaabies

l925年Pinusbanksiana

l926年Piceaabies

Pinussilvestris

Thujaoccidentalis

l927年Piceaabies

名’ 植栽場所

外国樹種のその後

一導入の経緯とその見通し－

Ⅱ各論

（2）東北地方

(阿仁民地）

(盛岡署煙山
苗畑）

(大鍔署）

(煙山苗畑）

睡山苗畑）

(岩大滝沢演）

(煙山苗畑,花
輪署，上小阿
仁署，仁別樹
木園）

(岩大滝沢演）

(仁別樹木園）

(仁別樹木園）

(金木署Z拱

壽1曇り署
(酒田民地）

(煙山苗畑）

(碇ヶ関署,小
岩井，扇田署
角館署）

(黒石署）

(碇ヶ関署,雫
石署，猪苗代
署）

(碇ヶ関署大
曲署-境苗畑）

(碇ヶ関署）

碇ヶ関署）

(弘前署）

(岩大滝沢演）

睦岡署,十和
田署）

(好摩試験地）

(鶴岡署）

(鶴岡署,寒河
江署，猪苗代
署）

(滝沢岩林社，
加美東パ）

(増田署）

(村山東パ,上
山東パ）

(小岩井）

(北上署(試)）

(北上署(試)）

(三本木署(調
北上署(試)）

(小岩井,加美
東パ）

あ

1928年|Piceaabies
村井三郎

〔林試・東北支場〕

卓
岫

Pinusstrobus

P.rigida

Pseudotsugamenziesii

一

弓■■■■■B■■■■■■■■■■■■重■■■■な■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■宮■■■■銀

1．東北地方における導入の経緯

調b地方における外国樹種灘入の初期は不明の点が多

いけれど集めえた資料により吟味してみることにする。

まず現在までに明らかにされているものを年代順に配

列してみると第1表のごとくである。これは大体1907年

第1表年度別一覧表

1929年Piceaabies

Pinuspinaster

1930年Pinuskoraiensis

l931年Piceaabies

l932年Piceaabies

l933年Piceaabies
’年代樹種

針葉樹

1860年Pinuskoraiensis

1907年CedrusdeDdala

Pinuspinaster

Taxodi''mdistichum

l908年Pinuskoraiensi

P・1･igida

l914年Piceaabies

樹種名 維蹴場所

(岩手公園）

(岩大樹木園）

(青森眺望山）

(岩大樹木園）

(林試支場）

(小岩井）

(奥中山防雪
林，鷹巣署）

(岩大滝沢演）

(岩大滝沢演）

聯繍演’
(仙台署）

総繍演，
(好摩防雪冷p

(岩大滝沢演）

(弘前署,盛岡
署）

(野辺地署,遠’
野署）

(滝沢岩林社）

(陸前高田市
一県，三陸村
一県）

P.mariana

PinusstrobUs

Thujaoccidentalis

Piceaabies

Pinuskoraiensis

Piceaabies

Pinusrigida

PiceaabieS

1935年

1936年

1937年

1939年

1942年

勺

へ

ーず
Pimig

Lal･ix

Picea

banksiana

decidua

abies

1915fl ｡

1953fEPiceaabies

ａ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
ａ
ｅ
ｅ
ｒ
ｒ
Ｏ
○
に
便
１
１
通
Ｍ

申
七
■
ユ
●
屯
■
凸

Ｓ
。
１
。
ｌ

醒
醒
。
、
ｎ

ｕ
。
Ｉ

唖
唾
曲
曲
副
副
霞
霞

Ｏ

ｖ
Ｓ
Ｓ
評
評
鋤
迩

試
霞
瞳
泣

Ｓ
１
ｓ
Ｓ
ｘ
ｘ
ａ
ａ

ｕ
・
１
ｕ
ｕ
・
Ｉ
・
画
唾
ｅ

ｍ
ｓ
ｍ
ｍ
歌
ａ
ｉ
に

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｐ

年
年
年
年
年

Ｑ

６
７
８
９
０

１
１
１
１
２

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

1954年 Piceaabies

Pinusl･igida

Metasequoiaglyptostro･
boides

Taxodiumdistichum

Pinusstrobus

PseudotsugamenzieSii

PiceaFIhi"

1955年

1956脚

Pinusstrobus
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一

笙_iil
一

|績栽場所’樹顧名

針葉樹

Pinusstrobus

Pbanksiana

P.rigida

Psilvestris

P.tabulaeformis

Pseudctsugamenziesii

Metasequoiaglyptostro･
boides

Taxodiumdistichum

植栽場所年代樹種名
▲
■
Ⅱ
１
１
１

針葉樹

Pinusnigra

P.silvestris

l957年PiCeaabies

Picuskoraiensis

P.mugO

P・nigra

P.silvestris

l958年Piceasitchensis
1

Pinusstrobus

P.banksiana

P_resinosa

(三本木署(試>）

(北上署(試)）

(川井署(試)，
矢島署）

(三本木署(調）

帰鐵瀞
（川井署(試)）

(三本木署(詞
川井署(試)）

(青森署）

(前沢森組）

（青森署）

（前沢森組）

'(大畑署,横浜
署(試)，久慈
署(試)，川井

(岩手署(青)）

(岩手署(青)）

(岩手署(青)）

(岩手署(育)）

(岩手署(育)）

(白石署(育)）

(白石署(青)）

《
■

(林試支場(浅
川)）

(林試支場(山
形分場)）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(育種場）

(林試支場(育)）

(林試支場(山
部演)）

(林試支場(山
部演)）

(林試支場(山
部演)）

(林試支場(山
部演)）

蛎亨場(山
(林試支場(山
部演)）

(林試支場(岩
県休試)）

鰯雲場(山
(鉢試支場(青)）

ヤ

Thujaoccidentalis

Abiesalba

Piceaorientalis

P.smithiana

Pinusmonticola

P.resinosa

P.vil･giniana

Pinuspeuce

Pinusgrimthii

Abiesbalsamea

A・holophylla

Larixgmeliniiv・koreana

Picearubens

Pinusgriffithii

P・monticOla

P.peuce

Presinosa

＝

畑署
試)，
試)，
試)）

大
く
く
く

ｌ
署
署
署

1959年ILarixdecidua

(大畑署,横浜
署(試)）

(大畑署）

(大畑署）

(福島県林指）

(福島県林指）

(林試支場(青》

(岩泉署(育)，
林試支場(育》

琳試支場(育》

(林試支場(育)）

(岩泉署(育)）

(岩泉署(育)）

(青森署,林試
支場(青)，福
島署）

(岩泉署(育)，
林試支場(育）
加美東パ）

(林試支場(青）
寓岡署）

(横浜署(試)，
岩泉署(育)）

(蹴岡署）

(林試支場(育》

(林試支場(育)）

(岩手署(青)）

(岩手署(青)）

(岩手署(青)）

(岩手署(育）
（白石署(育)）

(岩手署(育)）

Piceaabies

Pimlsstrobus

P・bfmksiana

P.elliottii

p.rigida

1960年Abiesnordmanniana

Piceaabies

P.glauca

P.mariana

P.sitchensis

Pinuskoraiensis

奔
奔
蜂

９
９
９

６
６
６

１
１
１

■

Pstrobus

‐

5
P.banksiana

P.rigida

P.silveStris

P.taeda

Pseudotsugamenziesii

Metasequoiaglyptostro･
■

boides

l961年Larixdecidua

L.gmeliniivkoreana

L・Iaricina

Piceaabies

P_sitChensis

P.silvestris

Tsugacanadensis

広葉糊

CaryaOvata

Populusnigra

P1､erocal･yastenoptera

Liliodendrontulipfera

Platanusoccidentalis

Fraxinusamericana

Catalpaspeciosa

FraXinusamericana

Populusdeltoides

Juglansnigra

(仙台署）

(岩大樹木園）

(岩大樹木園）

(岩大正門）

(岩大樹木園）

(岩大樹木園）

(岩大正門）

(青森局）

1914年

1915年

1916年

1918年’
4

’
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栽されたもののうち，東亜産の庭木を除けば確岡市と若

松市のPinuskoraiengiRが最も顕著な唯一の導入種と

認められる｡ただしこれも東亜種である｡それ以後は大体

1907年から欧州種や北米種の試植が始まるようである。

林分として植栽されたもの壱あげると，青森県東津軽

郡内真部の眺望山（焼山）のPinuspinaster,小岩井農

場内のPinusrigidaが最も古いものであり，ついで現

岩手大学農学部滝沢演習林と御明神演習林にPinus

banksiana,P.snvestris,P.strObus,Piceaabies,Larix

deciduaなどが植栽され，鉄道防雪林では奥中山の

Piceaabies,好摩のPinusstrobusが顕著で，他に仙台

営林署のPinusstrObus,Carya,ovataおよび臘巣署の

Piceaabiesなどがある。

この期には現岩手大学農学部林学科の前身に上村勝爾

武藤益蔵両先生が造林に関係しておられ，上村先生は

1914-1916年間に欧米に留学しておられ，武藤先生はま

だ留学されずに，外国樹種は横浜植木K.K.からタネを

雌入養苗されて植栽に努力されたようである。岩手大学

には校内樹木園に単木的に植栽されたもののうちに，上

記針蕊樹のほか1914年の御大典記念植栽を含めて6種以

上の外国産広葉樹がある。

また，この期には現仙台営林署に1897年から宮城大林

区署の造林試験場が開設され，柳田由蔵先生が担当して

おられたようであるが，外国樹種も試験され，その一部

として植栽されたPinusstrobusとCaryaovataが仙

台署として上記に示されているわけである。同造林試験

場が取り扱い，現在残存している外国樹種がどの程度か

明らかにしえないのは残念である。

眺望山の山火跡地のPinuspinaster,防雪林のPicea

abies,PinusstrObus,小岩井農場のPinusrigidaをそ

れぞれ試植された先輩に敬意を表する。

B)中期(1918-1954年）

この期は営林局署の活踊期である。青森県の金木，弘

前，大鰐，碇ヶ関，黒石，野辺地,乙供各営林署,岩手県

の田山，雛岡，雫石，遠野各署,秋田県の花輪,扇田，上

小阿仁，秋田,角館各署,宮城県の古川署，福島県の猪苗

代署などが例挙される。他に岩手県康岩手林業K.K秋

田県の民有地,山形県の民有地などにも植栽されている。

これらのうち，青森県下では弘前署の沢田苗畑付属地

に外国樹種見本園があり，碇ヶ関署の船岡苗畑南方には

外国樹種試験地がある。以前には大鰐署の早瀬野苗畑付

属地にも見本園があったが苗畑拡張のため伐採されてし

まった。盛岡署の煙山苗畑にはまだ外国樹種見本林が残

存し秋田県の仁別国有林霧沢には立派な外国樹種見本林

があり，これは最近，「国民の森」としてさらに拡充さ

広葉樹

Acernegundo （岩大樹木園）

Fraxinusexcelsior （岩大樹木園）

JUglansregia （北福岡民地）

LiIiodendrontulipifera

。

Platanusoccidentalis

AcersacCharinum

Acersaccharinum

Betulalenta

の

(支場(東宮御
所)）

B・verrucOsa
り

AInusglutinosa

唾､.｡…"ip準”｜崖鯛 一

Caryaovata l冨職，支場
Betulalenta （育種場,川井

署(育)）

B・lutea （育種場,川井
署(宵)）

B・verrucosa （育種場,川井
署(育)）

B･papylifera （育種場,川井
署(育)）

B・populifolia （育種場,川井
署(青)）

蝋＊
A1nusglutinoSa

Liliodendrontulipifera

Acernegundo

(支場(岩手林
Catalpaspeciosa KK)）

Fagussilvatica （育種場）
A1nusmaritima （育種場）
Acersaccharin11m （支場(好摩)）

Fraxinuspennsylvanicav．
（育種場）Ianceolata

心

勺

《
〉
一

(支場(岩県林JugIansregia
試)）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

場
場
場
場
場
場
場
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から現在に至る62年間であるが，便宜上3期に分けて説

明を試みる。

A)初期(1917年まで）

この期の最初は各県にある昔の藩の尼誠がそれぞれ公

園になっているものが多く，そこに明治年代以前から植

－10－

年代 樹種名 植栽場所

1931年

1933年

1944年

1960年

1961年

吾

1962年

1963年

1964年

1965年



り，多種多様のタネが到着することとなり，その養苗に

よってさらに多くの試植林が設定されることとなった。

この場合のタネの交換に使用した日本産のタネについて

一言しておくが，外国から特別の指定のあった（カラマ

ツやアカマツのタネを所望され，事業用から分けてもら

って送ったことがあった）もののほかは自分で秋に山に

行って直接採取した広葉樹や雑潅木のタネを冬までに乾

燥して，今年はこれだけ取れたと向うに送り，向うから

は入手しやすいタネ（特別の場合は属や科を指定してお

願いしたことがあった）を送ってもらって交換していた

わけである。相手の大部分は樹木園か植物園である。

なお，本期には林試東北支場に北海道の東大山部演習

林から相当量の外国樹種苗木が送付されている。ほかに

局署では青森県の青森，大畑署，秋田県の矢島署，福島

県の富岡署その他が植栽しており，さらに小岩井農場，

東北パルプ(十条パルプ)，福島県林業指導所などが実行

している。

れようとしている。また，現仙台署には前記の宮城大林

区署付属の造林試験場廃止後，林業試験場仙台支場が短

期間ではあるが設置され，明永久次郎先生が造林担当

で，織内に外国樹種を含めた樹木見本園を作ったようで

ある。また，岩手大学においては武藤先生が1921-1923

年間，欧米に留学帰朝され，校内や演習林に外国樹種を

植栽されたようである。

本期と前期とは外国樹種としても種類が少なく針葉樹

10種前後，広葉樹6種前後と限定されたものが前記各所

に試植されたに過ぎない。

なお，この期には終戦後の1954年までが所属する。終

戦後しばらくの間は日本の林業は外国樹種を試植するな

ど余裕が得られなかった。ようやく1953年からその試植

が再開され，’53年と'54年の両年から急にMetasequoia

glyptostrOboidesが追加されている。局署では秋田県の

増田署，山形県の鶴岡，寒河江署，福島県の猪苗代署で

あり，他に東北パルプ観十条パルプ)，小岩井農場，岩

手林業KKなども実行している。

C)後期(1955年一現在）

この期となれば林業試験場支場や東北林木育種場の活

躍期となる。林試青森支場で北上署と三本木署のブナ試

験地にそれぞれ外国樹種の植栽試験区を設定，別に川井

署と横浜署のヒバ（ヒノキアスナロ）林伐跡地および久

慈署のブナ林伐跡地にそれぞれ外国樹種導入試験地を設

定している。

また，東北林木育種場が設立されて，まず岩泉署の見

内川試植林が設定され，次いで岩手署の北上山,北ノ又

両試植林，川井署の南田代試植林，白石署の大内試植林

などが設定された。さらに育種場の導入樹種苗木の残部

は林試東北支場に分譲され，東北支場外国樹種見本林の

基礎をなしている。

これらのうち,北上,三本木両試験地の分は青森支場の

樫村大助氏が最初GHQとも連絡をとり,苦心してタネの

入手に努力されたが，その当時SwedenのB_Lindquist

園長の来日後，同国やDenmarkから多数の欧州種のタ

ネが支場に届いていたので，その養苗によって前記両試

験地のほか川井，横浜，久慈の試験地に苗木を配布しえ

たわけである。

東北林木育種場においては林試青森支場から引継いだ

苗木を基礎とし，それに欧州はSweden,Denmarkか

ら，米国はWashmgtonD.C.のForestServiceと林

木タネの交換を行ない,さらに紅大貿易K.K.から購入し

たものとともに養苗し，各試植林の設定を行なった。

1961年村井の訪欧により,Sweden,Denmarkのほか

Finland,W･Deutsch,Italyともタネの交換が可能とな

毎
Ｆ

＄

~

2．東北地方における樹種別の記録

第1表を分解して1樹種で何カ所ぐらいに植栽されて

いるかを調べるため配列しなおしたの力鐸Ⅱ表である。

第Ⅱ表樹種別一覧表

植栽場所’
'61年一育種場

'64年一支場(育）

'64年一支場(山部）

'60年一支場(育）

'07年一岩大樹木園,'61年，
支場(購入）

'15年一岩大滝沢演,'59年‘
一大畑署，横浜署(試)，！

f議鴎響瀞(試)’
'18年一弘前署，盛岡署，
'19年一野辺地署,遠野署1
'61年一岩手署(青),'64年’
一支場(山部）

'61年一岩手署(育）

'14年一奥中山防雪林,鷹；
巣署,'15年一岩大滝沢演，
同御明神演,'19年一滝沢’
岩林KK,'20年一陸前高
田(県)，三陸村(県)，'21
年一阿仁民,'26年一大鰐
署,'27年一岩大滝沢演，

蘇前灘馴鰈欝
罰29年一金木一乙共一田山，
古jII¥,'31年一碇ヶ関一

瀞韓霞石鯵韓！
碇ヶ関一雫石~猪苗代署’

樹種名

Abiesalba

A・balsamea

A・holophyna

A.nordmanniana

Cedrusdeodala
の

Larixdecidua

《
’
一

b

、

L.gmel.v|･koreana

L､1aricina

Piceaabies

載畷
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、

｜ 樹種名｜楯 樹種名’ 植栽場所
'59年一福島県林指,'60年
一富岡署，支場(育)，'61
年一岩手署晴）

'15年一岩大滝沢演,同御
明神演,'2隣嘱･一煙山苗畑
'56年－北上署(試),'57年
一三本木署(試)，川|:署
(試),'60年--機浜署(試）
岩泉署(育)，'61年一岩手
署(育）

'61年一岩手署(育）

'60年一富岡署

'61年一育種場

署(育）

'33年一碇ヶ関署,大曲署
境苗畑,'60年一支場(育）

'60年一支場(育）

'61年一育種場

'64年一支場(山部）

'61年一育種場

'58年一青森署,'60年一岩
泉署(青)，'61年一岩手署
(青）

'1畔一支場,'30年一煙山
苗畑,'36年一岩大滝沢演

墓鎗識欝(試)'6,
鮒薪種場，，"年-支

雛屑『種場''64年-支
'62年一育種場,'64年一支
場(山部）

'15年一仙台署,'16年一好
摩防雪林,'17年一岩大滝
沢演,'28年一岩大滝沢演
'33年一碇ヶ関署,'55年一

織蕊
篝

'59年一福島県林指

撫蒜本木署(試)，川
'56年一三本木署(試),'57
年一川井署(試）

'07年一青森眺望山,'29年
一酒田民地

'58年一前沢森組,'61年一
育顧場，’64年一支場(嵩
県林試）

'08年一小岩井腿,'28年一

鍬鮮幾挫鰄蟹

Pin''ssilvestris

a

P.tabulaeformis
●

P.taeda

P.virginiana

Pseudotsugamenziesii

Piceamariana

、

P.glauca

P.orientalis

P.rUbens

P・smithiana

P_sitchengig

'28年一仁別樹木園,'55年
－北上署(試),'60年一支
場(青)，’61年一白石署

一

(育)'64年一支場(青）Tsugacanadensis

Metasequoiaglyptostro.

boides

〃

'53年一小岩井腱,'54年一
一村山東パ，上ノ山東
パ,'60年一支場(育),
'61年一白石署(青）

Pinuskoraiensis

'07年一岩大樹木劉,'54年
一小岩井農,'61年一支場
(浅川）

Taxodiumdistichum

'26年一煙山苗畑,'33年一
碇ヶ関署，’61年一支場
(分場）

Thujaoccidentalis
P・griffithii

P.monticola

P・peuce

P・strobus

'18年一岩大樹木園，

'15年一岩大樹木園

PopUlusdeltoideS

P.nigra

Caryaovata '14年一仙台署,'61年一育
種場，支場(分場）

'18年一岩大樹木園，

'31年一北福岡民,'64年一
支場（岩県林試）

'15年一岩大樹木園

'60年一支場(青),'61年一
育種場，川井署(青）

Juglansnigra

J.regia

Pterocaryastenoptera

Betulalenta
｡

'61年一育種場，川ﾁ曙
(青）

B・lutea

中

Bverrucosa ◆

《
》
二P_banksiana

::腱蕊霧富辮患
(青）

Ｓ
ａ
ｎ
錘

ｅ
〆
Ｉ

Ｃ
◇
１

霞
亜
ｂ
ｐ
ｕ
ａ
ｐ
ｐ
●
■

Ｂ
Ｂ

'65年一育種場

'61年一育種場，川井署
(青）

'61年一育種場，川井署

'63年一育種場

'64年一育種場

'60年一支場(青),61年一
育諏場

'64年一育種場

'62年一育種場

'15年一岩大正門,'33年一
碇ヶ関署,'60年一支場
(青）’61年一育甑場，水
沢署(青）

P.elliottii

P.mugo

P・nigra

P.pinaster

Presillosa

Betulapopulifolia

Alnusmaritim

A・cordata

A.glutinosa

A・incana

Fagussilvatica

Liliodendrontulipifera

’
P.rigida

’
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での段階で日本の樹種であれば当然間伐を必要とする林

況となっているのに慣れない外国樹種のこととて，間伐

してよいかどうかわからず放置してしまい，遂に間伐適

期を失って過密林分となった現場を多く見かけることで

ある。取り扱いになれない外国樹種を植栽するに当たっ

ては，植栽本数を3段階ぐらいに分けた本数試験区を併

置すれば，将来樹齢と本数の関係を把握しやすいから育

種場の外国樹種試植林には本数試験区を併置したものが

多い。

樹種名

Platanusoccidentalis

AcernegUndo

A_SaCcharmum

Aesculushippocastanum

Fraxinusamel･icFIn別

汲

Fexcelsior

F・nigra

F.pennsylvanicav|．lan･
ceolata

Catalpaspeciosa

勺 3．有望種に対する意見

外国樹種で日本でも良く成林する樹種が見いだされて

も，それの日本における環境や習性が明らかにされなけ

れば利用できない。それで1樹種を地域的に方々に，潔

境差のさまざまな所に，かつ植栽後の経過年数の多いも

のなどの資料を得ることにより結論が出しやすい。既往

の成績により東北地方では低地で成育のよい種もあり，

海抜高のかなり大きい環境でもなお成育のよい種も見つ

かり出したので，一応主要な各樹種に対し意見を記述し

ておく。

Piceaabies-林野庁の調査によれば北海道全域か

ら本州北中部の山地が適地と態っている。東北地方の既

往造林地を通覧すると風衝地や乾燥地では例外なく不良

である力:，肥沃地では，これまた例外なく成育良好で，

海抜高は1,000m以上に上っても差しつかえないようで

ある。大体土壌型でBEからBDdまでが良好なようで

ある。耐寒性は強い。それで低地では肥沃地はスギが造

林されるからそれと代替する必要をまったく認めないが

ブナ帯上部の肥沃地では好適で，日本のカラマツよりは

材質が著しく良好といわれるので高地に採用すべきもの
一

と考える。

Pinusstrobus-林野庁では北海道の大部本州北中

部の山地,以西の高地を適地としている。東北地方の実

例からみれば，肥沃地に成育がよく，清悪地に不良であ

ることはスギと同じで，北米1錬部の本場においても日

本におけるスギ造林のごとく肥沃地に限って植栽すると

されている。当地方でも海抜高は1,000mくらいまでは

北海道に次いで成育良好と断言できるが問題は幹形であ

る○構造材としては通直であることが必要であるが，東

北地方の既往の全地区を通覧すれば，マツノシンマダラ

メイガ(Dioryctria)の被害が多発して通直のものは30

％にみたないようである。幹が曲がっても材積成長さえ

旺盛であればよいというのであれば東北地方は最適地の

一つとなるけれども，曲材は不可となれば，基本として

虫害防除の対策が確立されねばならない。

＝

本表によれば最大値のものは欧州種のPiceaabiesで

45カ所もの多数の場所に植栽されている。1914年から現

在まで55年間にわたって植栽を続けられているが，これ

は既往の成績がよいので，それをまねて植栽を続け現在

に至っているものと解される。

次が北米種のPinusstrobus-14カ所，欧州種のP.

silvestris-10カ所である｡前者は北米北東部で日本のス

ギのように盛んに植栽されているものであり，後者は欧

州全般に良林が多く植栽も磯んで，欧米の造林を見た人

は両種の植栽を当然と考えるに違いないが，東北地方で

それほど造林が伸びていないのは成績に問題があるから

である。

これに次ぐものは北米種のPinusbanksiana-8カ所

同P.rigida-7カ所，欧州種のLarixdeciduaと東亜

種のL.gmelinii,v.koreanaがともに6カ所である｡北

米種のマツ2種瞳造林が大して伸びていないが成績にも

あまり問題がないので今後伸びるものであろう。欧州種

のL.deciduaはサキガレ病(Guignardia)に弱く，東

亜種のL.gxi,el-koreanaはカラマツより成長が少し劣

るが代用となりうるものである。

5カ所に植えられているものには，東亜種のPinus

koraiengisとMelasequoiagIyptostrOboidesの両者が

あり，ともに鴎質は良好である。4カ所に植えられている

ものには北米種のPFeudotsugamenziesiiだけである
が裏日本にはよきそうである。3カ所に植えられている

ものではPiceamariana,P.sitchensis,Thujaocciden-

tallRおよびLiliodendrontulipiferaの北米種4種があ

るが,Liliodendronを除いて導入の歴史力質浅く結論を出

しにくい。

なお，上記各種で痛切に感ずることは活着後，成林ま

⑤

《
心

9
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'15年一岩大樹木園,'33年
一碇ヶ関署

'18年一岩大樹木園,'61年
一育種場

'33年一碇ヶ関署,'44年一
好摩試験地,'63年一支場
（好摩）

'64年一育種場

'15年一岩大樹木園,'16年
一青森局,'64年一育種場

'18年一岩大樹木園
且?弧心す＝

場
場
種
種
育
育
婆
鑑
６
６
５
３

'15年一岩大正門,'61年一
支場(岩手林KK）



Pinussilvestris-林野庁によれば,北海道全域と本

州北中部の山地力輔地になっでいる。東北地方の例では

低地例（アカマツの適地）しかないが良好とはいえずマ

ツノコブ病(Cronartium)の被害が顕著である。地味は

アカマツと同程度である。欧州では地域変種が相当知ら

れており，北海道では北方系は南方系に比べて成長はや

や劣るが通直であるといわれる。アカマツ天然生育のな

い北海道の北まで生育するから海抜高を上昇せしめえる

と考え1956年以後両系をブナ帯上部に試植しているが，

その成績はまだ断言できない。なお，上記コブ病被害の

ものは明らかにDeutgch産の南方系と認められる。

Pinusbankaiana-株野庁によれば北海道全域，本

州北中部の山地の一部力麺地となっている。地元アカマ

ツに比べて極端な溶悪地では不良であるが大体大差がな

く，かつ材質は少し劣るがカラマツよりは良好である。

耐寒性が強くアカマツに比べてかなりの高所まで耐えう

るようである。現在青森営林局では北上山系のブナ帯上

部に本種を造林しており，地元アカマツより良好な成長

を見ている。なお，林試東北支場の見本林ではナラタケ

病(Armmaria)の被害を受けている。

Pinusrigida-林野庁によれば北海道の南端，本州

北部の低地，本州中部以西の山地一般に適するとしてい

る。かなりの乾燥にも耐えるが東北地方最古の小岩井

農場の例（アッサリ本種と考えていたがあるいはvar・

SerOtingに当たるかもわからない，今後吟味する）をみ

ると，30年ころまでは良好な成長をするが，以後成長が

衰え60年生を過ぎて気息エンエンとしている。海抜高も

上昇できないので地元アカマツより劣るものと考えてい

る。

Pinuskoraiensis--盛岡市周辺に庭木として老大木

が散在号-ろ。盛岡署の煙山苗畑見本林の例によれば，若

幼期の成長が遅いが以後はアカマツと大差がなくなる。

材質はヌカマツより優良である。P.strobusと似て肥沃

地に良く，耐寒性力謹く，海抜高をかなり上昇できるよ

うである。成木に少し年数がかかるがブナ帯上部の湿潤

一適潤地に好適である。

Larixd"i(h"-岩手大学滝沢演習林には50年を過

ぎた本種の良林分があるがまだ結実を見ていない。カラ

マツと比較すればサキガレ病(Guignardia)の被害を受

けやすく風衝地には不適である。カラマツとの一代雑種

は欧州で奨用されているが日本でも良好である。現在日

本でブナ帯上部にカラマツ単純植栽をしているが，カラ

マツよりは材質の良い本種と交替することはむずかしく

不可能に近い。

Larixgmeliniiv.koreana-チョウセンカラマツま

たはマ.ンシュウカラマツと呼ばれている。カラマツに比

べて成長通はやや劣るが適応脆囲も広く，カラマツのタ

ネ不足の場合は交替できるものと信ずる。

MetasequoiaglyptostrOboides-中支原産の本種は

戦後，米国を通じて日本に導入された。サシキが容易な

ので各地に植栽されているが，まだ20年を経た林分がな

いので成繊はわからないとすべきである。

Pseudotsugamenziesii-林野庁によれば北海道南

西部から島根県まで日本海岸傾斜面に適するとしてい

る。東1“方の表日本では冬季の寒さの被害を受けるこ

とがあり，秋田県仁別国有林では無被害のようであるか

ら，その結論に賛意を表する。

これらのほか広葉樹を含めて多数の種類が存在するが

他は剖愛させていただくこととする。外国樹種を通覧し

た場合，各種のそれぞれの現地における収穫表を韮礎に

すると東亜種を除外して欧州種や北米種を日本に植えた

場合，壮齢期はその収謹表を上回る良好な成長をするけ

れども，幼齢期以後となれば急に劣勢となり表を下回る

成長しか見られないという傾向が多いようである。郷土

を離れると適地でも，かくも敏感なものかと聴くものが

多い。

壷

＝

秒

■両

4．東北地方で取りあぐべき外国樹種

わが国には造林樹種として世界に冠たるスギ，ヒノキ

があるほか，東北地方ではアカマツ，カラマツも広く造

林されて優秀な成繍をおさめている。あえてそこに外国

樹種を導入して，これらと代替させる必要はないはずで

ある。東峰m方で外国樹種を積極的に採用しなければな

らないのは，ブナ純林地帯の更改樹種を目的とした場合

である。東j剛』方のブナ林は下半部がミズナラその他広

葉樹と混交しており，この地帯の湿潤一適潤地はスギの

適地であり,適潤一乾性地はアカマツの適地である。ヒノ

キはさらに下部の適潤一乾性地には良好なはずであるが

過去に失敗した例があるので造林面種の拡大はあまり期

待できない。この3樹種はきわめて優秀で他の外国樹種

などとてもはいり込む余地がないものと考えられる。ブ

ナ林の上半部はブナ純林地帯をなし宮域県では800m,岩

手県では600m,青森県では400m以上の地域がこれに属

する。この地帯は終戦後の拡大造林でカラマツ単一に塗

り変えられているようである。SwedenのB.Lindquist

園長は第2回来日の際（1959年）カラマツは材質が不良

であり，単純林を作れば保護の面で弱点を暴露するから

大面積一斉造林はさけるべきであると強調していた。カ

ラマツの材質は処理法が次第に解明されているが現在で

もなお問題を残しているので，材質の点からより優良な
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ものを熱望しているものと感じている。東北地方のブナ

林上部にはスギは湿潤地の一部にしかはいらず，アカマ

ツとヒノキはこの海抜高では無理である。したがって在

来種ではカラマツ以外に適種が見い出しえなかったのも

やむをえないことであるが，カラマツと交替しうるかま

たはカラマツと同地域に造林できる樹種を外国樹種から

選定しえれば幸いである。

現在上記以外に多数の外国樹種がそれぞれ植栽されて

いるが，その大部分はまだ幼齢で不明のもの多く，今後

30年,40年,50年と経過する間には適種が自然に確定し

て来るに違いないが，現在の段階で上記目的に合致する

ものを摘出すれば次のごとくである。

ブナ林上部の肥沃な湿潤一適潤地にはPiceaabies

とPinuskoraiensisの両種力鐙当であり，その土壌

型はBE-BDw-BDd-PDⅢである。

ブナ林上部に普通な適潤一乾性地にはPinusbank-

sianaとLarix.gmelin薗▽.koreanaが適当であるが，

この内の後者はカラマツの代替にしか過ぎない。その

土壌型はBDd-PDmの両者である。

従来カラマツ単一に植栽していた地帯に，これら樹種

を混用すればカラマツ落葉による土壌悪化も緩和され，

日本林業の益するところ，大なるものがあると信じて疑
わない。

木概要一研究だよりNo.88,1-3頁

4）村井三郎・細井幸兵術・棟方啓爾（1958);本州北

部におけるバンクスマツの成長-68回日本林学

会識演集187-190頁

5）横沢良恋・村井三郎（1958);欧州カラマツ･日本

カラマツおよび合の子カラマツにおける枝枯痛の

罹痛一林試青森支場業務報告No.447頁

6）村井三郎・細井幸兵術（1959);本州北部における

ストローブマツの成長一林試青森支場業務報告

No.5124-127頁

7）林野庁（1965)§外国樹種造糾鈍の所在調瞥一林

野庁指導部(Aug.1965)

8）林野庁；外国樹種の導入成果に関する実態調査

一林野庁造林保謹課

Iストロープマツ(0ct.1966)

Ⅱバンクスマツ，欧州アカマツ(Dec.1966)

Ⅲ欧州トウヒ，ダグラスモミ(March.1967)

Ⅳテーダマツ(Jlme.1967)

Vリギダマツ其他(Sept.1967)

9）庄司次男(1965)j盛岡周辺における外国樹種のナ

ラタケ病発生例一森林防疫ニュースXIV-12

262-263頁

10）加藤亮助（1967)§ブナ林地帯における造林技術

（東』“方における成果と問題)－山林No.99

12-17頁

11）柳谷新一・金豊太郎・小西明（1968);ブナ林地帯

における針葉樹植栽訟織の初期の成綴-1967年

林試東j妓場年報No.9117-129頁

12）瀬川幸三・加藤亮助・大場貞男（1968);好摩にお

けるリギダマツの成長について一日林東j瞳部

20回大会識演集162-165頁

～
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1）三浦敬三（1954);スキー改造雑記一青森林友

No.2.29-35頁

2）村井三郎・金沢安栄（1958);岩手県中部における

外国樹種見本林の成績一一早期育成林業519－

535頁（産業図書K.K)

3）村井三邦（1958);林試青森支場養成の外国樹種苗
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諸般の播勢からみると，伐られる方は，おそらく予想よ

り大幅に上回るであろうということは容易に想定される

が植える方は果たしてどれだけ遂行されるであろうか。

依然として木材の需要の増嵩は衰えそうもないし，一

方，一般の植林意欲も担当向上してきつつあるが，なに

ぷんにも最近の労務の窮迫は，われわれ永年これを専業

とする者にとっても，容易ならぬ事態となってきた。ま

してや，一般の専業なら麹山持ちや地主には，ほとんど

やりたくとも計画どおりになどやりとおすことは至難の

段階に入りつつあるのではないだろうか。すでに労力を

計画どおり確保することは至難になってきたし，無理に

集めようとすれば，法外の賃金を覚悟せねばならない。

これは造林事業に限った問題ではなく，日本の産業界

のほとんどに課せられている今日の問題であるが，その

中でも，労働環境が悪く，働きはきつくその剖合に賃金

にも恵まれない伐木や造林の労働は，もっとも好まれな

い職種の一つといってもいいであろう。

しばらく前までは，林業は適当な農閑期の収入源とし

て，あまるほど豊富に季節労務者が集まった仕事だった

が，最近の商度経済の発展は山奥まで出稼ぎしなくとも

町にいくらでも楕好のよい仕事があって，都会に背を向

ける仕事は，日に日に顧みられなくなり，特に若い者に

は好まれない仕事になってきた。それでも，まだ伐出作

業の方は威勢もいいし，力のある者には賃金もそう悪く

はないので，中にはチェーンソーをマイカーに穣んで，

さっそうと出かける杣夫もあるくらいで，何とか，当分

やって行けそうだが，地味で根気のいる造林の仕事とい

うものは，ほとんど若い者には相手にされず，ようやく

三ちゃん農業のおこぼれ労力で，何とか糊塗していると

いっても過言ではないように思われる。しかも，それも

年々労力源が先細りになってきて，今後いつまで計画ど

おりの造林ができるであろうか。もちろん，これに対応

していろいろ善処方は論じているが，なかなか労力攻勢

の方が何枚も上で，年々その苦悩は激しくなる一方で先

を思えばまことに寒心に堪えないところである。

こんなことで，これから先，造林事業というものは一

体どうなって行くのだろう。思えばはなはだ暗いことば

かりだが，悲観論ばかりならべていても仕方がない。

やはり，こうした情勢の中でもできる限りの力をつく

してむずかしいなりに少しでもよい方向にかじをとって

行かねばならないのが，われわれの責務と思うので，大

した名案もないが，2，3問題を提示して皆さんとともに

考えてみたいと思う。

労力不足に対する第1の問題は，何といっても省力林

業の推進である。
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木材の需要は，年々大幅に増加するが国内の生産は頭

打ちで，不足分は外材の輸入増加に頼るほかなく，43年

度の外材輸入は，約3,700万nl31全国使用量の43%余，

金額で約4,370億円に達し，輸入品目の第2位を占める

に至った。

今日では，もうどんな田舎に行っても，製材所の庭先

に，タ|財のころがっていないところはまれなくらいにな

って，山村の製材所に向けて，タI材を積んだ大型トラッ

クが走り，それがまた，製材になって都会に運ばれて行

く風景は，ちょっと奇異に感ぜられるが，この趨勢は決

して一時的なものでなく，国内の森林の実情からみて，

外材比率が年とともに増加して，もうすぐ過半数が外材

で占められる日が，目の前に迫ったということは確実で

あろう。

善かれ悪しかれ国士の7割近くが森材鈍帯である日本

が，貴重な外貨を使って，過半量の木材を輸入しなけれ

ばならないとは，まことに情ない窺みだが国内の森林の

実態を知る者には，残念ながらこれもやむをえないこと

と思われる。

しかし，半分でも自給できる間はまだいいとして，そ

の半分もいつまで続けられるであろうか。造林界の近況

から推して，拡大造林はともかくとして，今日程度の造

林すらも，果たして，いつまで続けられることかと懸念

される。今後の木材の需給と日本の森林事情を合わせ考

えてみるとき，まことに肌に栗の立つ心地にさせられる

のは，ひとり筆者のみだろうか。

41年4月の閣議決定の「森林資源に関する基本計画」

によれば，昭和90年度までには人工造林地は，1,340万

11aと増し，生産される木材は1"3,000m3となり，輸入

は1割程度に押えたいという目標とされている。今日の
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これは，いうまでないことだけれども，それにはやは

り機械力と薬剤の導入が，大きな損になることは何人も

否定できないところと思う。

幣社としても，微力ながらこの方も大分前から真剣に

取り組んで研究してきているが，日本の山林地は．ご承

知の通り，地勢が細かく砕けている上に，傾斜ｶｴきつく

て架線集材以外に撤大型機械の使用が円滑に行かない。

その上，われわれの扱う民間の山林の大部分は，一つ一

つの面積が小さくて辿維継続して作業を行なえる規模の

山林はあまりにも少ない。いわんや，個人所有の山林な

どは到底機械導入のスケールにはほど遠いものが大部分

を占めており，この山林規模の小さいことも大いに機械

導入を容易にしない原因をなしている。

わたくしどもの山林も，せめて何とか交換分合によっ

て各団地が平均いまの5倍くらいに大きくなれば，何と

か機械化しても採算にのるのではないかと思われるもの

が大部分ある－傾斜面のきついものは別として－．

しかし，山林の交換分合ということは，あまりにも要

素力種雑で実際には，特別の場合を除いてそう多くの実

行は望めないであろう。しかし,これからは何としても，

機械と薬剤を，できるだけ利用しなければ，大幅に労力

不足を補うことはむずかしいのは明らかである。

ところで，その林業機械であるが，現在では大部分は

外国の森林を対照として発達してきたものを，そのまま

輸入したものや，模作したものが大部分で，まだまだ，

日本の山林向けには，改良せねばならないものが多い。

この点について，及ばずながらメーカーにいろいろ注文

もしているが，中には卒直にユーザーの意を取り入れて

くれないメーカーもいるが，こうした林機器具の改良に

はメーカーとユーザーが直接卒直な気持で，触れ合うこ

とが最も大切なことではないだろうか。

もう一つの薬剤の方であるが，これも年々改良されて

きているし，漸次各方面に量的にも多く用いられるよう

になってきている。が，なにぶんともに現時点では，手

作業に比してかなり高くつくことが一審の欠点である。

しかし，これは多分近い将来には，量産によってある程

度のコストダウンが期待できるし，一面労賃は高騰一方

であろうから相関的に薬剤の利用効率は高まるものと思

われる。

機械の場合にも触れたが，これは薬剤の場合も同じで

メーカー筋は売らんかなの努力だけでなく，いかにして

よくきくものを，より安く供給できるよう一段の努力を

願いたい。

このことは，ひとりわれわれユーザーの利益となるだ

けではなく，メーカー側にとっても将来の明るい花道を

開くことになる。また,一方われわれユーザーとしても，

もっと積極的に直接の体験をメーカーの改善に生かせる

よう，忌仰のない進言をしていただきたいものと思う。

次に，労務者の定着のための努力として

イ）労働環境の改善＝宿舎その改善

ロ）実側時間の充実＝通勤ならびに資材苗木などの

運搬のため，林道網の整備延長と，トラック，マ

イクロバスの利用を高度にし，機動力を高める。

ハ）通年就業のため最初から作業を年間に配分して

切れる間のないように考える。

二）成木までの年月を短くするための育種上の努

力。

などいろいろあるが，これらはわれわれの努力によっ

て解決できる問題であるので，紙面のつごうもあり割愛

するが，最後にポプラの問題について少し触れてみた

い。

ポプラの植栽もかけ声だけはやかましく取沙汰されて

きたが，年とともに消極化してことに本州においては完

全に頭打ちとなって，むしろ先細りの有様といったら，

言いすぎだろうか。

当社としては，この木材不足で，質より量の時代のピ

ンチヒッターとしては，現在のところもっとも戊長の早

いポプラは十分に戦力になるものと確信して，年々増加

に努めてきた。今年からは北海道で毎年30万本づつ植栽

することを予定しているが，一番大きい障害は何といっ

ても土地の碓保である。まだ，山地に穂えて確実な成長

を期待できる品種の開発ができない現在では，やはりポ

プラの造林地は平地林分と耕地周辺に限られる。一戸当

たりの耕地が本州に比して格段に広い北海道でさえ，成

林に対する危倶よりも，庇蔭になる不安から，喜んで植

えてくれる鯉家はまだまだ少ない。

ましてや,本州の農村ではもはや画期的尋曽植は絶望
といっても過言ではあるまい。

あれほど，鳴物入りで宣伝され，推賞された策プラ造

林が，幾年も経たずにしてこんな暗い明日を迎えなけれ

ばならないのは，一体何に原因するものだろうか。

もとより病虫害の問題,本邦に適する品種の開発鞍ど，

問題点も多いが何といっても最大のネックは土地の問題

である。

わたくしの見るところでは，ポプラの増植の鍵は河II

の堤敵地解放以外にはないのではないかと思われる。も

し許されて堤敷地の空閑地植えさせてもらえるならば，

全国では莫大なものとなるであろうし，少し心して育て

ればポプラそのものの有望であることは，ハツキリして

きているから，林業人でなくても競って植えてくれるも

『
可

旬

良唾
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のと確信する。

もともと，堤敷地に樹木を植えることを禁止する法令

の出たゆえんは，増水氾濫の際に立木力娘付のまま倒れ

ることにより，土地欠壌被害増大をおもんぱかることか

ら生まれたに遮いなく，また，個所によってはそれも真

実であり，当然そうした部分は禁止しなければならない

が，堤敷地だからとてどこもかしこも一様に危険視しな

いで河川の湾曲，水途の見通しなどによっては植樹して

も，そんな欠壌の心配はないところの方がはるかに多い

ではないかと思われるし，また，立木があるために上流

からの流木止めの役をしてプラスの面の多い場所も，相

当に多いのではあるまいか。

このごろ，どこの川辺を歩いてみても，ほとんどが畠

ならいざ知らず，その一部がゴルフ場になっているくら

いで，大半はただ草荘々のまま放置されているのが実情

である。

もし，これが解放されてポプラを植えさせてもらえる

なら，一体どれだけの数量になるのだろうか。不勉強で

その計算まではしたことがないが，木材不足でその過半

数も外国から輸入に仰がねばならない今日，真剣に考え

なければならないところと思うが，一度定めらられて法

令の改訂に当たるにはなかなか壁が厚い事であろう。

いくらポプラ，ポプラと掛声だけを高くしたところで

植える土地の見通しもなくて，どうしてポプラ造林の成

功が期待できるだろうか。大方の識者のご高見が伺いた

い。

▲
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夏であり，花の色は，真紅・鮮紅褐・濃紅色の三種が；
あり，この開花期の眺めは，実に見顎で,南国特有の；
明るさを感じさせられます。日本で一番大きな，アメ3

2

リカデイコは，和歌山県の白浜にある，蕃所山植物園；

の株立状の樹木で，根元の総周が1.5mのものがある§
j

様です。また鹿児島にも,樹冠の周囲6～9mにも達§
；

するものがある様ですb;

しかし,街路樹としては冬の樹型の骨格，夏季の樹§
冠などの姿からは，あまり望ましい樹木とはいえない；
のではないでしょうか。あくまで郷土樹として，観賞§

』
すべき樹木といえましょう。』

』Ce

〔街路樹シリーズその16〕

アメリカデイコ

この，アメリカデイコという樹木は，日本の最南端

である，九州の鹿児島に多く，造園樹および街路樹と

して，多く植栽されている樹木であり，また九州の人

達はこの樹木の事を，カイコウズ（海紅豆）などと呼

んでいる植物でもあるのです｡しかし，アメリカデイ

コは，今説明致しました鹿児島の人達に呼ばれてい

るカイコウズとは，まったく違う物這本当のカイコ

ウズとは，同じ種類の中にある，ナンバンアカアズキ

という樹種の事をカイコウズと呼ぶのが正しいので，

いつ，どうしてこの様に誤伝されたのかわかりませ

ん。あら噂めて皆様に，この誤想をお知らせして侭き
ましょう。

この樹木の原産は，その15で説明しました，モクマ

オウと同様，豪州のもので，台湾･インド･ジャワ・ビ

ルマ・スマトラ・南ポリネシア・ハワイ群島などに分

布しており小笠原群島にも多く植栽されている様で，

小笠原では，このアメリカデイコの事を，ピーディピ

－デと呼んでいる犠です。日本では大体，鹿児島の南

'部の暖地の海岸地帯のみ戸外で植栽する事ができます

が，北は静岡のもっとも暖かな所までが限度の機で，

いずれにしても少しでも霜の下りる所では，霜除をし

なければ成長は無理の様です。この樹木の開花期は初
QoQd●も6◆”｡GpeqQbOg｡｡●DD6QpmGe●pQりOpO･ﾛｵ･o9oP“qo0o◆eo6由りQ◆●pbDbG･』も｡｡むら0●･eG故b●･ざ･●o･叩｡.COも△もりもo4Dg･＄pｳ◆･.も･もQ9サ■･■らOq9eUQwけり
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鹿児島県庁付近

文，写真・落合和夫（東京都・道路工事部）
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台風予報の第一歩はまず正確に見付けることから始ま

る。南方洋上を北上する台風の大きさは，大体500～600

kmであるが，観測所の展開されている間隔は大体に1

カ所程度であるから，船の通報などを利用してうまく発

見しないと，とかく見落しがちになる。しかし，9年前

の昭和35年4月1日に気象衛星タイロスが打ち上げられ

てから，下から空を仰ぐ時代は上から空を見下ろす時代

に変わった。その後現業用の気象衛星エッサがI協和41年

に打ち上げられ，台風観測に偉力を発揮している。アメ

リカでは天気図よりききに，ハリケーンを発見して通報

してきたこともある。エッサは114分で地球を1周し，

雲の写真を撮影する。一枚の写真は3000km四方の雲をと

』皿Ⅱ叩DMﾛ柵ⅡT四皿叩即加W『閲I而間Ⅶ皿■而叫TRmI11UEU耶肌1Wﾘ18ⅡU『『【1811叩F叩IlIP18卯1町BpU,|ロⅧ叩叩】ﾛ皿皿凸】11ｴrﾖｴ】ﾛ皿皿I』ﾛ皿】M】叩InI

ヨ

台風の長期予報
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（気象庁・予報官）
、

率

BOEI40E150EI60E

最近の天候は変動が大きいが’今年はその程

度がひどすぎる。1月下旬に太平洋高気圧がは

りだして4月並みの異常高温を記録した暖冬は

2月下旬からおかしくなり，3月に4日’12日40N
と大雪が降り，桜の開花が全国的にほぼ1週間

もおくれる寒い春となった。東京では4月17日

に季節はずれの大雪が降ったかと思うと’5月

のゴールデンウイークは真夏なみの暑さとな

り,30｡Cを越したところもあって夏と冬とが入

り乱れた陽気である。それに加えて，空気がか3oN

わいていたせいか，岩手県や埼玉県では山火事

力頻発したことは記憶に新たなところである。

このような異常天候が，今後とも続くことは

職渓視されている。まず，考えられることは，

東日本を中心とした太平洋側の空梅雨傾向，日20N
本海側の大雨・集中豪雨，太平洋側の干ばつ，

北日本の冷夏と地域性のまったく大きなお天気

になるおそれが強い。このような年は往々にし

て，台風も異常性を発揮するので用心するにこ

したことはない。

40N

30N

20N内
ク

《
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第1図気象衛星エッサが上空から見おろした台風の姿
（昭和42年9月12日）台風22(960ミリバール)24(940ミリ人工衛星からみた台風の姿
バール)25(980ミリバール)がうつっている。白いところは雲

戦前は台風をみつけることに一苦労したもの

である。わずかな風向きの変化，気圧のカーブを神経質り，約3分半で地上に送ってくる。

に観測することで，台風を朧視した。昔のことであるが 台風を上から見下ろすと，第1図(昭和42年9月12日）

台風予報に失敗して割腹した人や月給を~ドげられた人がに示すように，台風(3コある)の雲がjうずをまいてる

いた。現に台湾では十分な理由なしに台風予報に失敗すのがわかる。また，その雲のかたまりで台風の大きさが

ると刑法による処罰がある。一方，ソ連では予報成織が求められるだけでなく発達するかどうかも推定がつく。

よいと，金一封がおくられる。しかし，日本ではこのよレントケンの写真と同じで，専門家でないとよくわから

うな制度はないが，予報が当たればもともと，はずれるないが，台風の中心部から雲が気流とともに吹きだして

と社会の非難が集中するきびしい環境である。いる。その程度が強いと台風の中心気圧が下がり，発達
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する。気象衛星は雲以外に放射も測定するので，それを

用いると地面や海面の温度分布がわかるなど利用範囲が

広い。

第1表台風来襲の度数（中西による）

台風来襲数国数|羅瀧難し“立春からの

28/7－6/8

7/8－16/8

17/8－26/8

27/8－5/9

6/9－15/9

16/9－25/9

26/9－5/10

6/10－15/10

180日

190

200

210

220

230

240

250

渦
誕
如
帥
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年輪から台風をさぐる

九大工学部の真鍋教授は屋久島の杉を用いて昔の台風

の強さや進路を推定した。屋久島には樹齢数千年を越え

る老杉がたくさんある力蚤，永年の間に過去の台風によっ

て術められ，そのとき漉厚な樹脂のひずみ模様ができ

る。すなわち，大風が吹き樹幹が傾斜し，それが再び直

立するまで，樹の表皮にひずみが生じ，そのため濃い樹

脂の折出沈着模様力覗われる。

屋久杉についてこの幅を調べてみると，いずれも古文

書にみられる過去の大風とはっきりと対応のついた関係

がみられる。多数の素材から屋久杉の年輪を調べると，

12年，33年,70年,120年,500年,1100年の周期性が発

見された。これらの周期はでたらめのものでなくいずれ

も，気象現象に現われる有名な周期である。たとえば，

12年,70年は太陽活動にもみられ,33年はブリユックナ

ー周期ともよばれるもので雨量やカスピ海の水位変化に

現われる。120年周期は気候変化にみられる。

台風が屋久島の東を通るか西を通るかによって，樹木

の傾く方向が逆になる。どの方向にもっともひずみがで

きたかぞ調べれば，それによって昔の大型台風が玄海灘

方面に進行したか，豊後水道方面に進行したかが推定で

きる。それによると，東シナ海から玄海灘方面に進んだ

大型台風には14年周期があり，般近では昭和17年，昭和

31年がそれで，これを先にのばして推測すると昭和45年

にあたる。したがって，今年から来年にかけては台風が

九州の西方を北上する時期にあたる。東シナ海から豊後

水道にむかう台風には11年周期がみられる。

今までは，年輪の消長から気候変動を論ずるものが多

かったが，いためつけられた木の表皮に現われる樹脂の

ひずみに着目し，観測のなかった昔の台風やその進路ま

で推測できることは，大変にユニークな研究といえよ

う。
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第2表日本に来襲した8，9月の台風数の比較
一

産~且8月
昭和250

261

271

280

291

300

311

321

331

342

合計8

肴～竺'8月
昭和353

361

374

382

392

402

412

422

43

'9月明
－
３
０
０
１
４
１
２
１
２
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０
１
０
０
１
２
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日本気象資料を用い天智天皇(670年)以来の京都およ

びその近郊における暴風雨の来襲日を調べた中西(1966）

の結果によると蟻1表)，二百十日でなく二百三十日前

後にピークがでている。二百十日が警戒されたのは，こ

の日に台風が来やすいからでなく，「二百千日の走穂｣と

いう言葉があるように，穂の開花期にあたっていること

から，農家はこのころを特に警戒したもので特にこの日

が多いわけでない。第1表でピークになっている230日

ころは，大型台風がくるので，台風の特異日とよんで注

意している。9月16日前後に来襲した台風は枕崎（昭和

23年)アイオン(昭和23年)，第2室戸（昭和36年）があ

り，9月26日前後のものとしては洞爺丸(昭和29年)，狩

野川(昭和33年)，伊勢湾台風(昭和34年)があげられる。

根本によると，明治時代の台風について，その来襲し

やすい日を調べると，これよりおよそ10日早く,9月7

日と9月15日前後といわれており，台風活動も永年の間

に，変わってきている。その1例として，台風上陸数を

調べると意外な暮庚が発見される。一般には台風は9月

にくるものが多いという常識をもっている。なるほど，

約10年前の昭和25年から34年までの10年間は9月の台風

や

６

《
、
）
》

二百十日に台風がくるか

およそ9月1日にあたる二百-十日は台風の厄日として

よく知られていますが，本当に台風が来たかどうかとな

ると，話しは違う。明治以来の統計によると，わずかに

5例にすぎない。この中に，ちょうど大正12年の関東大

震災のとき，新潟付近を通過した台風と，昭和24年に関

東南部に上陸し，東京湾に高潮をおこした有名なキティ

台風が含まれている。
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第3図低純度地方の気圧が低いと台風が多く
発生する
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Ⅲ
年，37年，38年，42年のように9月にまったく来襲しな第4図台風発生数，年々ふえている

い年さえある。これは今までの常識をくつがえす事実で気流と無関係でない。特に，日本など中純度地方の上空

ある。これをさらに細かく10日間の期日ごとに襲来したを吹いている西風の強さと深い関連がみられる。西風が

台風数を媛近20年間について統計をとると，第2図に示強いと，赤道低圧帯は例年の位置よりも北上し，しかも

すように，8月17日～26日に来襲する台風数力狂倒的に発達するので台風が多く発生する。また，その逆の関係

多いことがわかる。ついでみられる9月中旬と下旬の極も成り立つ。そこで，上空の西風の強さの予測をたてて

大は9月16日と26日の台風襲来の特異日に相当する。こ台風発生数が多いかどうか予報する方法がある。最近の

のような諸事実は台風の長期予報に欠かせない基礎的資上空の西風は昨年以来，例年よりよわい状況が続いてい

料として重要視されている。るので，台風が多発することはないであろう。
最近20年間の台風発生数は第4図に示すように，年々

台風の長期予報増加する傾向がみられる。平年の発生数は28コであるが
台風の卵すら見当たらないうちに，台風を予報するこ昭和35年以前はこれより少なく，最近は平年より多い。
とは容易なことでない。予報はかなりむずかしいが，手極大値の現われる間隔をかぞえると，3～4年ごとに現
がかりが全然ないというわけでもない。台風は赤道近くわれ，極小値は約5年ごとに現われる。これを先にのぱ
の洋上で発生する。その地域は熱椿収束帯とよばれる気して推測すると，次の極大値は昭和45年と考えられ，今

圧の低い，風の吹きあつ室る場所で，東西に帯のように年はそれにむかう途中の段階とみられるので，昨年（27
ひろがっている。収束帯の活動が活発なほど台風がたく．）よりは多く発生するであろう。

さん発生するので，まずそれに着目する予報法がある。北日本の今年の夏は，あまり順調な天候とは考えられ

第3図がその1例である。点線は低緯度地方の気圧ていない。おもしろいことに北日本の冷害年には秋に大
（北絲20｡,東経50｡～西経130.の前年9月の平均気圧を型台風が上陸することが多い。たとえば，室戸台風（昭
平年から差し引いた値）で，実線は台風の襲来数（7月和9年東北地方大凶作)，枕崎台風・阿久根台風(I旧和20
～10月）である。両者の曲線が逆の変化をしているのは年，終戦の年の凶作)，洞爺丸台風(昭和29年北日本の冷

熱帯収束帯の気圧が低いと台風が発生しやすいことを示害)，狩野川台風(昭和33年，北日本冷夏)があげられる。
したもので，常識的にもわかりやすい関係である。もし，北日本の夏の天候力蛍冷夏になったら，秋に大型台

低純度地方の気圧配置は大気大循環という地域全体の風が襲来する可能性力堵えられる。最近，秋に大型台風

－21－
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が来ていないので，そろそろ襲来するおそれがある。
第3表台風の発生位置（根本）

凝贈静‘謀‘謀‘
150｡E
～

160｡

160｡E

以東今年の台風

今年は現在（5月15日）までのところ台風は3コ発生

している。この数は，平年よりやや多い数であり，昨年

の今ごろはまだ1コしか発生していなかったことを思う

と，今年は昨年より活発になりそうである。前に述べた

低緯度の気圧も本年は平年より低いが，このことも台風

が発生しやすいことを示している。また，上空の西風は

あまり強くないが，昨年より徐々に強まってきているの

で昨年よりは発生しやすい気圧配置と考えられる。

！また，周期変化に着目すると，発生数は昭和45年に極
大に達する。今年はその1年前にあたるので昨年よりは

多く，調和補外すると34コという数値が得られる。また

上陸数には4～5年周期力:ある。南太平洋のカントン島

の海水温もまた5年周期で変動しているが，これは台風

活動5年周期の原因の一つと考えられる。過去の極大年

をとると，昭和29年(5コ)，昭和34年(5コ)，昭和37年

(､5コ),I旧和41年(6コ）となり，次の極大年は，昭和45

年ないし，46年に5～6コ上陸する。今年はその前年に

あたるので，それよりは少ない上陸鍬と考えられる。

発生位置を最近5カ年間について調べると，第3表に

示すように，昭和42年に蕊経140。（ほぼ東京のあるとこ

昭和39年

40

41

42

43

３
７
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皿
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ろよりも東方で発生した台風数は極大に達し昨年から少

なくなりだしたが，東経140｡より西方で発生する台風は

なくなる一方である。しかし，九州南方の海水温は，昨

年夏では例年より冷たかったが，昨秋以来暖かくなって

きているので，台風が発生しやすくなると思われる。

これらを総合すると，次のように予想される。台風発

生数は平年（28コ）より多く32～34コ。

日本に来襲する台風は3～4コで平年(3.8コ）程度で

ある。また，台風は最近数年の傾向より西日本に向かう

ものが多い。夏が不順な天候だと秋に大型台風が来襲す

るおそれが強い。

台風は，8月と9月にそれぞれ1～2コ上陸する公算

がある。

、

‐
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面が賑うことを期待しております6

軋
一

０

（
薯

技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発夷自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷り上がり3ページ以内)〕

林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に

ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結擶です。

[400宇詰原稿用紙10枚（刷り上がり2ページ)]

上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について400字づつ減らしてお書き下さい。

原稿には，住所，氏名および職名（または勤務先）を明記して下さい。

原稿の採否，掲栽の時期については，編集室にお任かせ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲戦できませ

んので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。

掲祇の分には，薄謝を贈呈いたします。

送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
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草下正夫

二(林試・造林部）

技術者というもの

医学の世界では，大学の基礎医学部門だけは別格とし

て，臨床医学部門から町医者に至るまで，すべて治凍の

実践戎術者であり，しかも治疲の実践を通じて経験を豊

富にし，また新技術をもとり入れていく。こうしたこと

が大病院長に至るまで継続する。このようにして医者は

治療技術者として，世間の信用を勝ち得ている。

しかるに，われわれ林業技術者の場合はどうであろう

か。学校をでてしばらくは実務に接近した峨分にいるが

それも自らの技術者としての修練に役立つ面は少なく，

書類作りがその主な仕事である。だんだん株になってく

るとともに管理者的業務がふえてきて，それに忙殺され

るから，技術的な問題を処理する機会はますます乏しく

なる。単に3年か4年林学の識蕊を聞いただけでは，林

業のエキスパートとはいえない。それは林業技術者の卵

にすぎない。したがって林業の実務に従事して経験をつ

むとともに，新しい技術をとり入れて実務にいかす，こ

のような事の繰り返しによって，真に指導的立場にたっ

て技術指導のできる林業技術者が生まれるであろう。

今はむかし，帝室林野局という御料林（天皇御所有の

山林）を管理するお役所があったころ，三矢さんという

長官がおり，この人は約15年も在職したので事務官とは

いえ，林業のことに大変詳しくなってしまった。在職の

はじめごろ，山に3,000本以上も植えて,切り捨て間伐を

するのは無駄だからといって2,500本植えにきりかえた。

その後長官力培地の御料林の植栽地を見て歩いて，植栽

本数を減らして以後の成績が大変悪いことをまざまざと

見せつけられた。そこで一日業務部長（当時全局では技

術宮の最高職）をよんで，植栽本数はやはり多い方がよ

い4,500本憶えにもって行こうとおもうがどうか,と意見

をもとめた。業務部長が『それは結概なことですからさ

っそく実行しましょう」といったとたんに長官の顔色が

かわった｡『数年前わたくしが本数を少なくしようといっ

た時，君は計画課長をしていて賛成した。今また本数を

ふやそうといって相談をかけたら，またまた簡単に賛成

するとは何事か。わたくしは永年長官をやっていて耳学

問はしている力譲人(しろうと)で，それを技術面で補佐

するの力錐務部長以下幹部技術官の職分である。なんで

もわたくしのいいなりになるなら技術官はいらないこと

になる｡」といって激怒した。そのためか,どうかはしら

ない鍼この業務部長ばまもなく退官してしまった。

今の営林局長の任期は大体2カ年で，そのいくつかは

事務官局長である。これは着任した時はまったくの素人

だが，営林署などをまわって歩いて現場を見話を聞い

ているうちに一年もたつと営林局署のやってることの大

方はつかめるらしい。それと同時にいろいろな疑問を生

ずる。たとえば，ある局長がカラマツの処分に困却して

いる話を各署できかされたので，もうカラマツを造林す

ることはやめにしたらどうかという発言をした。本人の

気持ちでは技術屋が何というかというほどのものだった

のではないかとおもう。ところ力軽営部長以下どうした

らいいだろうと大変困ったという話を耳にした。なぜ即

座に「カラマツ以外に植える樹種のない地域がかくかく

ございます」と純技術的に反論できないのだろうか。こ

れが単なる役人的エチケットとしてそうなったのならま

だしも，なるほどそうだと感心してしまったのなら，自

ら実行して来たことへの自信のなさを暴露したことにな

る。

いかに前に述べたように，技術的な問題に頭をつかう

磯会が少ないからといって,むかし習った癖や数学を
だんだんに忘れてしまうのと同じように，林業技術らし

いものもだんだん頭の中から消えて行くようでは，とて

も林業技術者としての世間的評価を高めることはおろか

部下に対してさえ技術面の指導もできようはずがない。

そうならない為には，常々 林業技術者であるという自覚

をもち，いやしくも林業技術に関連があるとおもわれる

知識と実証に高い関心をもち続けるならば，それらの集

秋によって技術者としての素養を高めて行くことができ

るのではなかろうか。林業技術者として他人も認め，わ

れも自負するには，少なくとも，技術的な問題に対して

は，自信のある意見をいえるだけの見識を養っていなけ

ればなるまい。

□ 画 ■
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写真1スギ人工造林地53年生で間伐試験にも使用

地も含まれている。

森林演習については，現在林学コースの学生には年間

約50日にわたって実施されており，林産コースの学生に

も数日が課せられている。また卒業論文作成のために演

習林を訪れる学生も少なくない。この中には昆虫専攻の

例のように，他学科の学生も含まれている。

研究概要

本演習林に関する研究については，大正末年にまず天

然更新試験がとりあげられ，主としてモミ，ツガの天然

更新に関する研究が行なわれてきた。その一部は現在に

至っている。昭和5年にはスギ間伐手入比較試験地0.16

haが設定され，昭和6年には山地林方位試験地として各

方位7カ所の試験区分合計9.04haが設置されて,森林生

態上の比較が行なわれた。その後も広く植物分布，森林

生態などに関する調査研究が実施されてきた。

戦後から現在にかけて，動植物,気象,地質などに関す

る研究がまとめられて発表されている。その主要なもの

は次のとおりである。（演報1は三重大学農学部演習林

報告第1号，演資1ば同じく演習林資料第1号を示す｡）

植物関係

（1）矢頭献一：平倉演習林植物の研究I演習林樹

木誌演報1昭27

（2）矢頭献一：平倉演習林植物の研究Ⅱ演習林樹

木誌への追補I演報3昭33

（3）矢頭献一：平倉演習林植物の研究Ⅲ演習林樹

木誌への追補演報6昭41

（4）塩谷格：三重大学平倉演習林のシダ植物目録

演資21E43

（5）高木典雄他2氏：三重大学平倉演習林の藤類目録

演資2昭43

（6）児玉務他2氏：三重大学平倉演習林の苔類目録

第冒
＝

甜潅三重大学平倉演習林
ｰ

渋谷欣治

(三重大・演習林長）
凸
心

演習林の概要

本演習林は奈良県との県境に近い三重県一志郡美杉村

大字川上にあり，面積は4571]aである。かつては国有林

であったが大正12年h月に文部省に移管されて現在に至
っている。名松線奥津駅より約9kmの距離にある力現

在は演習林寄宿舎のすぐ近くまで自動車で到達できる。

演習林は雲出川の水源を成している一団地であるが，

比較的急地形であり，傾斜は30.内外の部分が多い。標

高は最高1,210m,最低は演習林入口付近で440mであ

る。母岩は片麻岩ならびに花こう岩が主で，一部は黒色

片岩であり，土壌は一般に砂質壌土で表層は腐植質に富

んでいる。標高513mにある寄宿舎における気象観測に

よると，年平均気温は12.5｡C,年雨量は約2,500mmで

あるが,3,600mmを越した年もあった。冬期は11月下

旬ごろより降雨があり，積雪量の最大は寄宿舎前庭で58

cmであった。約270haの天然生林については，標高

900m付近以上はブナノキ，ミズナラを主とし，ヒメシ

ヤラ，カエデ類を含む落葉広葉樹林からなり，それ以下

は針広混交林でモミ，ツガを主体とし，ケヤキ，ミズ

メ，トチノキ,シデ，ヒメシヤラなどが混生している。

500m付近以下ではアカガシ，ウラジロガシなどの常緑

広葉樹力式みられる。樹齢200年前後に及ぶ天然生林の林

相は，もはや近隣では見ることができず学術上からも重

要な存在と考えられるので，一部を保護林として永久保

存のみち力職ぜられている。かん木についてはシャクナ

ケの群落が標高700m前後の部分にみられ,5月上旬ご

ろには美しい花を咲かせている。

人工造林地については，昭和23年度に水源かん養保安

林の制限を解除されてから年々増加し，スギ，ヒノキを

主とし一部カラマツ林から成るが，面積は173haに達し

た。この中には文化7年に当時の藤堂高光領主により植

栽されたスギ老齢木0.4ha(写真2)~,紀元2,600年

記念行事として昭和15年当時の職員学生の勤労奉仕によ

り新植された記念造林地3.3haのごとき，歴史的な造林

＝

一
Ⅶ

９

《
）
》
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色
日

1■

＝

写真2スギ老齢林樹齢約160年，文化7年植栽

演資2昭43

動物関係

（1）大町文衛他3氏：平倉演習林の昆虫相第1報

鞘翅目演報4昭35

（2）橋本太郎：平倉演習林の鳥類目録演報4昭35

（3）杉浦邦彦：平倉演習林の鳥類とその棲息状況につ

いて演報4昭35

（4）山下善平他4氏：平倉演習林の昆虫相第2報

鱗趣目・蟻類演報5昭39

（5）島地岩根：平倉演習林において灯火に誘殺された

鞘目昆虫の種類とその季節消長演報6昭41

（6）山下善平他15氏：三重大学平倉演習林の昆虫目録

演資1昭43

（7）橋本太郎他3氏：三重大学平倉演習林の鳥類目録

演資2昭43

（8）橋本理市：三重大学平倉演習林の真正クモ類目録

演資2昭43

（9）鈴木慎一・市橋甫：三重大学平倉演習林の陸貝

類目録演資2昭43

気象関係

（1）山本潔美･･平倉演習林気象報告自昭和23年至

昭和28年演報2昭29

（2）山本潔美：平倉演習林気象報告自昭和29年至

昭和39年演報6昭41

地質関係

（1）荒木慶雄他2氏：平倉演割氷の地形，地質および

土壌について演報6限41

現在演習林内には次の試験地が，造林技術推進のため

に設定されている。

1．スギ成長試験地

スギ人工造林地3カ所にあり，現在20年,30年，

写真3天然生林の一部モミ，ツガ，ブナ，
ヒメシヤラなどの混交林

50年前後の林分で，定期的に胸高直径，樹高を測定

し，成長量を記録している。

2．モミ・ツガ天然更新試験地

天然生林内2カ所にあり’1は稚樹の発生を終え

て成林過程を追求中であり，他は側方天然下種によ

る稚樹発生状況を調査記録している。

3．校打試験地

スギ人工林内にあり，枝打ちの強度により弱中強

の3種に区分して，成長状態に及ぼす影響を追求し

ている。

4．林地肥培試験地

スギ造林地内に硫安，固形肥料などの施肥量の異

なった試験区を設定して，無肥料区と比較してい

る。肥培の効果の明らかな試験区も出てきている。

以上の他に寄宿舎の近くに樹木園を整備中で，天然生

の他に外国産を含む異郷土の樹木も植込まれ，拡充に努

力している。

あとがき

本演習林の従来の研究動向は，造林関係力注要なもの

であったが，今後葱造林とともに他の分野の研究も推進

されないものかと考えている。林業機械については，現

在の保有はチェンソー，刈払機，小型集材機，ジープ程

度であるので，経営計画を考慮のうえ充実していきたく

思っている。

演習林内の自動車道としての林道は，最近わずかづつ

延長されてきているがまだ11200m余にすぎず，管理経

営上不十分であり，今後の拡充が要望されている。

最後に樹木園については，まだ完成には至っていない

ので,整備充実につき各方面の御協力が得られれば幸い

である。

白
戸
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2．ヨイ仕事を，ラクに，ハヤク，ヤスクするの力:龍

率的な考えかたである。道（といっても人1人がかろう

じて通れる宿疫のもので，ないよりはあった万力牡事が

やりよい最低の規模のものであるが．．…）を作り，この

上だけで仕事をすれば，ラクニ，ハヤク，ヤスクできる

はずだから，能率の上からもつごうがよい。

3．改善案の持つべき性格として，①単純卒直である

こと②直接的であること③画期的であることとい

われているが，線造林は従来の方法よりもこれらの条件

により近づくのではないか。

研究の実施と結果

1．立地条件

金員露広場
－

線造林の試み

兵頭正寛

荒井国幸

(林試・木曽分鋤

昼

曲
り

はじめに

．今後は育林部門の労力は減り，質は悪化し，賃金は上

昇する機運にあるので，通年作業ができ，疲労少なく，

労働生産性が高く，地力の維持も可能な育材鼓術体系の

確立が望まれている。

そこで，この目的を達するために，木曽分場において

筆者らは総合技術と部分技術の両者について各種の試験

を実施しているが，その一部として，線造林の試みを行

ない，好結果を得たので，完成した技術ではないが，育

林技術の体系を作る一つの手がかりとしてここに報告す

る。実用にただちに結びつくとはまだ考えられないが，

このような試みの底流にある考え方について皆さんのご

批判をあおぎたいと思う。

この案を考えるまで

1．人は長い間，山に傾斜のあるのは当然である。傾

斜をなくすることはできないからやむをえない，傾斜は

与件であるとみなしてすべての林業技術を作ってきたが

同時に傾斜のあるために，山の作業は危険で，労力を多

く要し，疲労の多い根源となっていることを捕感してき

たに違い厳い。

全面的に煩斜をなくすることができなければ，局部的

に水平にすることはできないか。

山で局部的に水平に近い場所は？それは歩通である。

歩道の上だけで，植栽，下刈りなどの仕事をすれば，次

の効果が期待できるのではないか。

①雨水がここに浸透し，落莱，落枝とか土砂が堆積す

るので，ここに苗木を植えると，苗木への水分の供給が

よくない，成長が促進されるのではないか。

②道の上だけに苗木を植えると，植える場所を見つけ

るのに楽で，下刈りの際の誤伐も少なくてすむではない

か。

③地表を剥ぐのであるから，当分の間は植生の侵入と

か発生がない。したがって，下刈り費力妙なくてすむで

はないか。

一

写真］・右寄りの大木（トチノキ）'の左側が

A,B区。右側がC,D区

表1．下刈り行程の比較
－

““青施月爽砺職閻婁#職溺2灘

鰔
rn2分rn2']
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注1）休憩,移動,脈簿を測る時間14～24％を含む。

2）1日の実働6時間として掲上。

A,B区とC,D区の2区を設けた(写真1)。面積は

表1．

地質は粘板岩。砂壌土。崩積士。BD!型東1句。傾斜

約40｡
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A,B区はつごうにより.一昨年に全面地ごしらえをし

て昨年にシラカンバを植えたあとを利用した。

C,D区はA,B区に隣接し天然林の伐跡地である。

全面積の約2割に当たる傾斜上方の一部はササ多く，下

方はササの発生をみていない。末木枝条は切口直径2～

3cmのものが多く,5～6cmのものも若干交えている。

2．地ごしらえ

A区は特に地ごしらえはしなかった。

B区は4月13～16日に，山腰に約40cm幅の道を30m

間に避本入れた。この道は特に水平にこだわらず，倒木

巨石などの障害物は避けて付設した。1m作るのに平均

1分弱を要しているから，1日の実働6時間として360mo

1ha当たり40本(間隔2.5m)作るとして，、この総長4,000

m。したがって1ha当たりの労力は11.1人となる。なお

地ごしらえ，植栽，下刈りの実施は荒井が担当し，測定

ば兵頭が当たった。

C区は43年5月28～30日に枝条を1m長に切って全面

に散布するいわゆる枝条散布地ご､しらえを実施した。

480m2当たり延べ364分を要した(1日の実働6時間とし

て約1日)。したがって,1ha当たりの所要人役は20.8

人である。

D区は5月28～30日に枝条はそのまま放腫し，作業す

る場所だけをまず1m幅にほぼ水平に下刈り嫌を用いて

切り開き，引続き，山鍬で地表を剥ぎ，道を作っていっ

た。枝条の残存幅は約3mで全部で14本。

当初伐採するときに，枝条をできるだけ水平方向にお

くことをすれば，地ごしらえのとき，改めて切断しなく

てすむ量は多くなると考える。

枝条の切除の早さはササの多少にかかわらず1m当た

り1分程度。山鍬で地表を掘るには，ササのないところ

は1m1分程度でよい（ササの多いところは5割ほど多

くの時間を要する)。したがって,2.5m間脳に作ると，

1ha当たりの総長は4,000mとなり,1日の実働6時間と

して,1日の工程は枝条の切除と道作りで180mの進捗で

あるから1ha当たり22.2人を要する。

枝条を散布して地ごしらえをする(C区）のと，いき

なり枝条をある幅だけ切除して道を作る(D区）のとで

は所要労力はほとんど同じである結果となる。

3．植付

A,B区は4月17日にカラマツ1－1苗(27～68cm

長平均50.8cm)を植えた。

A区はB区に準ずる配置で椎識した。方法は末木枝条

を除き，植元を掘り，苗木を入れて饗土し，足でよく踏

みつけて枝条をかぷせる普通の方法による。1本当たり

象

1，

写真2線の山側を切り崩して植穴を作っている

一
一

へ

写典3道の山側を切り崩して植栽したシラベの苗木

の植付所要時間は作業開始後次第に短くなるが，30分後

には安定して約60秒となる（ただし，移動時間は含まな

い)。1本植栽するのに余裕時間を含め80秒であるの

で，1日6時間の実働として270本。1ha当たり2,000本

植えるとして7.4人役を要する。

B区は線の山側に2m間隔に植えた。山側に植えた理

由は，

①路肩に植えると，歩くたびに路肩が崩れ，苗木が動

くおそれがある。また，苗木が大きくなるにつれ，歩き

にくくなる。

②傾斜地の上方より土砂，落葉落枝がずり落ちてきて

たまるので，肥沃となり，雨水が保留されやすくなると

考えたからである。

所要労力はA区とほぼ同じである。

C,D区は6月3,4日に傾斜の上半部にシラベ（山行

苗を蕊成したもので，9～24cm長，平均14･4cm)を，

下半部にカラマツ（36～71cm長，平均51.2cm)を植栽

した。

C区の植栽方法はA区に準ずる。

D区は，まず線の山手の方の地表の枝条を除き,A層

のうち上層の肥沃な部分を線上に集積しておく。線の山

駁

へ

‘1
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写真4足場がよいので下刈りがラクニ，ハヤクできる

表2線造林と普通造林の1年間の伸長愚の比較
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③1本植栽するのに，カラマツは普通植は60～140秒，

線植は70～120秒。シラベは普通値50|～170秒，線値は60

～120秒である。線植がバラツキが少ないが，これは線

植の方が条件がより斉一であることを物語っている。

4．下刈り（写真4）

線造林法によれば，どの程度労働量を減らすことがで

きるか，仕頚はどの程度楽にできるかが，本方法の実用

への接近の度合を判断する重要な鍜イン|､となる。

①労働戯(表1）各回とも線造林区の方が少ない労力

ですんでいる。その施囲は5～34％におよんでいる。回

数を経るにしたがい，植生の鐘が減るので，所要人役の

差は縮まってくるが，ラクにできることはあきらかであ

る（図1）。

②仕事の強さ仕砺の強さを調べる方法には各種あ

るが,ここでは脈博の増加の程度を知ることで比較した。

すなわち,仕漂開始後10分おきに30秒間脈博を測り，これ

を2倍して1分間の脈抑とした。その結果は図1のとお

りで，いずれの場合も線造抹の場合が脈縛が少ない。い

いかえると,少ない労力で仕事が楽にできるといいえる。

表3昭和43年の気象条脚

1月|'月|'月|!月|"|'月’『月|!月月l''月|I'月|i'月

辮職i1
－4．3－8．310.1l6.

76.2171.1l76.7176.

15111112115

(65）（52）（23）

も気温。C

湿度

雨量、、
へ

=／も
注1）国鉄木曽福島保線区における観測の平均値。
2）観測は8時に実施。

3）（）は雪量を雨量に換算したもの。

側の方に穴を掘って（写真2）苗木を入れ，さきに除け

た肥えた土をかぶせ，よく踏みつけて枝条落葉をかぶせ

る。植えたあとは山側が30cm程度えぐれる格好になる

（写真3)。

C,D両区を比較すると，

①植付時間には差がなく，1本雄殿するのに，移動時

間を含み85～97秒を要するので，1日実働時間,1haに

2,000本植えるとして,1ha植栽に7.9～8.8日を要する。

②移動に,C区は12～30i秒を要するが,D区は4～8

秒である。

－28－



ー■■■ーｰ一一一一■■■ーーー■■■＝ー①一■■■■■■一一一一一一＝－－－－ー一一一一一一ー一一ーーー一一ーーー

作業者の実感として，線造林区は苗木を見つけるのに

努力を要しないし，草堂力沙極くて刈るのに楽であるが

全面下刈区は草埋が多く，倍くらい多くの力を要する。

足場が悪いので足に力がこもり，足をすべらすことがあ

る。また，苗木を誤伐しかけて思わず声を発することが

ある。

5．成長壁

成果をみる一つの指標として成長壁の出陵がある。12

月13日に成長量として当年度の伸長錘を測ったところ，

表2の結果を得た。若干線造林区の方がよい。これは線

造林区でば苗木の根元が4～6cm埋まっているために,水

分養分の供給錘が普通植に比べて多いためと，道がある

ために水分が保持されやすいためであると推測するが，

この点については今後の検討によって結論を出したい。

なお，成育期間中の気象条件臘表3のとおり。

すなわち林業は樹体(材積)の増加を期待しており，一

般的には不便な土地にあって，農作物や果樹のように集

約な施業ができにくい場合が多いのである。

かつ，また林木は植え付け当時は農作物のように土壌

養分や施肥によってある程度旺盛な成長をするが壮齢林

(成木繩になると落葉，落枝が堆積してこれが養分とな

り栄養の循環によって成長が促進されているのである。

以下宮城県内で試験した成木林施肥の事例を照会する

とともに壮齢林施肥の考え方について述べる。

施肥時期について

林地の施肥ば多くの場合，ほとんど力勤齢林に行なわ

れているが，最近では壮齢林の施肥効果が確認されるよ

うになり,また,きらに伐採予定数年前に施肥することに

より,元,ウラなしの完満な木材を生産する考え方や林の

撫育作業の際に施肥する考え方などから大体次の3段階

に分けて施肥すること力推められるようになってきた。

第1期．…･幼齢林施肥（新植えから5～6年生位まで）

第2期．…･･壮齢林施肥（除，間伐後施肥）

第3期…･･主伐予定林施肥（主伐5～6年前施肥）

ここでは第2期に当たるスギ壮齢林施肥について宮城県

内4カ所の展示林において試験した結果を紹介したい。

第1表壮齢林施肥展示林
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林地肥培について

（特に壮齢林施肥）

和泉健

(宮城県農業試験場。副場長） 詞藤珊
場所蘇雪零羅書錯鶉|撫育瞥理
霧繍'201鍋'200115011001聯鯉総綿黙はじめに

林業とは林地に価値のある樹木を仕立てて林木という

製品を作ることである，ということを，より早く，より

効果的に実現するために林地肥培をどう取り入れて行く

かが問題であろう。

林業は収謹までに長年月を要し，投下した資本の固定

期間が長いので初期に施肥してその投下資本を大きくす

ることは採算的には不利になると考える人もあるようで

あるが，実際には初期成長を旺盛にすることによって利

用伐期を大幅に短縮することができるし，また下刈り回

数を減少することができればきわめて有利な林業経営に

なるものと考えれらる。

林木も一般腱作物と同じく植物であるから当然肥培を

考えるべきものであると思うが，ただ違うことは農作物

は大部分が一年以内に収漉されるものが多いのに反し，

林木は少なくとも30～40年以上経なければ収穫ができな

いのである。

また果樹は長い期間一定の土地におｶｷれている点が林

木とよく似ているが，材業は木材の収種を目的としてい

るのに反し，果樹は果実が収謹の目的物である。

濡露霊翻頚下3慧謂'71B･
1F

20011501100
代目斑林

識調181BD|200115011001端鶴撫聴撫
宮潮261濃'200115011001離職躍鵬画下

■

摘要1．肥料は尿素系化成肥料（成分比N:P:K=

24:16:11)を施用した。

2．施肥月日は初年目(昭和37年)は7月上旬，

2～3年目は4月上旬に実施した。

3．それぞれの林分は林相に応じて中廠度より

多少強い間伐を実施した。

施肥効果について

施肥後4年間(昭和40年)の各試験地の成長率を指数で

示すと第2表のとおりである。

考察

1．県内4カ所に設けた施肥試験展示林における肥効指

数（第2表参照）から見れば各試験地とも施肥後1

年目から施肥による成長促進の効果が見られた。

2．施肥による成長堂の変化を知るため泉試験地の各区

より平均木をそれぞれ一本づつ伐倒し樹幹折解をし

_＝

岨
一
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第 2表肥効指数 施肥木無肥木
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摘要（1）施肥3年目から年輪幅（肥大成長）が著

しく広くなったこと。

（2）連続施肥の効果が次第に現われているこ

と。

2．黒川郡大郷町石原地内（アカマツ16年生）

枝，蕊の充実比較

施肥木 無肥木

薯
,a

備 磯蝋隆

施
無
肥
肥
125

100

166

100

130
q

100

139

100
泉

＝

一
一

摘要1．無肥区の成長率を155とした場合の

施肥区の成長率の割合を示す。

た結果は第1図の通りである力量この資料から施肥に

よる成長量の変化について検討して見ると,

（1）樹高瑛長については施肥区と無肥区との間に一定

の傾向が認められなかったが施肥区においては第

1回施肥4年目に成長率の上昇が見られ，無肥区

では試験地設定2年目のみ高い成長率力武見られた。

（2）直径（胸高周囲）成長は第2表のごとく施肥区で

は第1回施肥3年目から年々成長率の上昇が見ら

れる力無肥区では試験地設定3年目のみ高い成長

率が見られる。

（3）材積成長は第1図のごとく直径成長と同じ傾向が

見られる。

以上のごとく直径，材積成長が増大していることから

スギ壮齢林に対する施肥効果が明らかに認められた。

第1図壮齢林の施肥効果
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摘要（1）施肥木の針葉は長く，太く，豪直である

こと。

（2）新しい枝析，葉には分析の結果，窒素含

錘が著しく多いこと。

林地施肥の考え方

国立林業試験場の簸氏は林地肥培は単に幼齢期の成長

促進一→閉鎖促進の効果とこれに伴う刈り払い費用の節

減という一時的効果にとどまらないで，伐期時の収謹堂

増大ないし伐期短縮という最終的，実用的効果を生みだ

すためには，植栽一→閉鎖一→間伐一→伐採，という森

林の成立に伴う林木ならびに土壌の一連の変化を考え林

木の一生を通じての肥培を体系的に考えてゆかなければ

ならないとの結論に到達したとして，林地肥培体系のパ

ターンを次のように例示している。

０

（
一
》

％

［
40

30
肥
肥

例
施
無

一
一

凡

区
区

成
長
率
慨

※施肥実施年

20卜

i
)10

0↑1 1

林齢21222324
※※

注宮城郡泉町大沢地内事例

2526
※

林地肥培効果事例

1．宮城郡泉町大沢地内（スギ26年生）

の比較肥大成長
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第3表林地肥培体系のパターン（鰭氏案）

腫分|灘,鵜I驫撫蝿主驫且袈鋤|鑓'“
林難鳴→關一→隙→：→農鳴-→
表屑識A屑の消耗A層の回復落葉層の形成
施肥，⑤○亀○●○○●

｜灘犠麓･･
肥培目標

●複合肥料の施用を示す。○窒紫単肥の施用を示す。

塊氏のいう林木の一生を通じての肥塘体系パターンは

理論的には一応うなづけるけれど，民有林の林業経営が

一般的に小規模で，しかも農家林として行なわれている

宮城県内の現況から考えると，実用的で林家が実行しや

すい林地肥培体系パターンを次のように考えた方が実行

可能な方法であると思う。この案で第3期の施肥期を除

いてあるのは主伐林分は成長促進の効果は余り期待でき

ないこと（主伐5年前のアカマツ肥培林の調査結果か

ら),また次代の造林準備のための肥培とすればむしろ肥

料分の流亡が大きいのではないかと考えたからである。、

第4表実用的林地肥培体系パターン(和泉案）

幼齢林施肥
（植え付け後ウ
ツ閉まで）区分鴨淵潅ウ壮臓蝋時代）ツ閉まで）

伐採地擁植え付け－→ウツ閉→際茂ニヲ間憂＝韮茂

景(潟に):(鵜)両側
第

施肥方法皆目
（複合肥料施用）目目

表土の変化

肥培目的

I

A層の改良落葉掴の造成

|蕊篭|驚鑿
壮齢林施肥の問題点

1．施肥林の前作業

壮齢林の施肥時期については林木の一生を通して肥培

するという考えから除伐後施肥，間伐後施肥と主伐5～

6年前の3段階に分けて考えられているけれどわたくし

は肥潜効果の経済性を考慮した場合は除伐後と間伐後の

二つに大別して考えるべきであると思う。

そして施肥林の前作業として大顎なことは林相が極端

に破壊しない程度に除伐，間伐は強度に実施して従来の

除，間伐効果を施肥によってより一層，股高度に発揮せ

一一一一一一一一一一一－一一一 ーー一一一一一一一一一一一日

しめるため，思いきった林相の整理（この場合根張りの

良い大径木はなるべく残す）を行なって完附な林分を作

り価値の高い収謹避の増大を図るようにすべきである。

2．施肥通と施肥方法

1本当たり(あるいはアール当たり)の施肥壁は壮齢林

施肥試験の基準量(試験研究機関などで)は地位1等級上

げた場合の期待成長量を生産するに必要な分量を計算し

て決める場合が多いけれど，それより50～70%ぐらい増

量する必要があるのではないか？それは

（1）壮齢林施肥は一般に高濃度肥料を使って能率的な

表厨施肥を行なうのが一番実用的であることから

多少の流亡を考える必要があること。

（2）表胸施肥の結果肥料分が目的林木以外の地衣物に

も相当唾吸収されること。

したがって表層施肥の方法として傾斜5｡以上の場合は

必ず傾斜に沿って溝状の掻き越しを行なってその溝に施

肥する必要がある。

3．施肥回数と分肥

施肥回数は除伐後，間伐後の2回とし除伐，間伐直後

に全量の60％を翌々年目（3年目）に40%を施す（第2

回間伐後も同様）この方法が省力的で農家林の施肥法と

して合理的でないか？これは壮齢林施肥を行なう場合の

前作業として実行する除伐，間伐は相当強度に実施して

林木の枝葉が十分旺感な生育がとげられるようまた地衣

植物も繁茂できるように除，間伐直後に施肥全獄の6剖

を施肥して1年おいて3年目に4割を施肥することがよ

り実用的な施肥方法ではないかと考える。

4．施肥林の撫育管理

林地は農地と異なり雑草灘木が多いので施肥する前後

には，下刈りを行なって雑草，潅木に肥料が吸収されな

いようにする必要があるし，肥料を吸った雑，瀧木はな

るべく林地に還元するよう，またツル類も同時に取り除

くことが大切である。

また一般に肥効は同一林分では大径木に大きく現われ

ることから壮齢林施肥を前提とした除，間伐は前述の通

り従来の除’間伐型式とは多少考え方を改めて根張りの

良い大径木はつとめて残すように心掛けるべきである。

おわりに

抹業技術普及センター(黒川郡大衡村)に設けた他の展

示林の成績より得た新しい観察によれば林地除草剤と肥

料とを併用した多肥区力堵しく良い効果を上げているこ

とから潅木,､ササ類などの繁茂する林地には「除草剤入

り」林業肥料を使用するのがより効果的でないかと思料

されるのでその開発を期待したい。

－31－
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②汚染の実態と被害

（3）亜硫酸ガス

（4）ふっ素およびその化合物

（5）その他のガスおよび粉じん

そのほか参考資料として

国公立試験研究機関における関連研究項目一覧，大

気汚染関係参考図書，雑誌名が記してある。

（配付先農林省関係各機関，都道府県農林関係部

課，同試験研究磯関）

亜高山帯の造林（中間報告2）

林業試験場昭和“年4月B5版172P

本書は，国立林試が国有林野事業特別会計調査費によ

り昭和40年度より亜高山帯の造林に関する研究を実施し

ている狐その42,43年度2カ年分の調査結果の報告で

ある。これは42年3月に報告した42,41年度分の調査結

果の報告について第2回目の中間報告である。内容は

1．本場担当の分

1）川上帯状皆伐試験地における稚樹の消長

2）尾瀬地方の針葉樹林について

3）苗湯山のブナ林について

4）シラベ天然林の物質生産

5）シラベ林の地下部の織造

6）川上帯状皆伐試験地における伐採2年後の稚樹の

消長

7）八ケ岳帯状皆伐採残帯の稚樹の消長

8）野呂川上流地帯針葉樹天然林および伐採跡地につ

いて

9）苗場山ブナ更新試験地の稚樹の消長

10）苗場山ブナ更新試験地の気象調査

11）ブナ人工林の物質生産

2．木曽分場担当の分

1）奈良井営林署ほか既往造林地の調査

2）伊那営林署管内既往造林地の調査

3．東北支場担当の分

1）鳥海山地域の調査

2）田沢湖地方におけるブナ二次林の成長

3）八幡平（特に安比）地区の調査

4）八幡平地区における気象調査

5）亜高山性樹種の育苗試験

6）玉川地区における調査

7）里沢尻ブナ総合試験地の調査

8）八幡平地区における気象調査

（配付先各営林局，国立林試）

昭和42年度林業試験所研究報告

林野庁昭和44年2月B5版258P

この報告識は，都道府県林業試験研究機関，大学，学

識経験者ならびに民間企業が林業に関する各種試験研究

費補助金により，それぞれ行なった試験研究のうち，昭

和42年度において完了したものはその成果について，ま

た継続実施中のものは，その経過の概要についてとりま

とめたものである。

4奔度で完了したものは次の課題である。

l.短期育成林の草生栽培試験(広島県林試ほか2県）

2．さしき試験（新潟県林試ほか10県）

3．林地生産力調査（北海道林試ほか11県）

4．スギのハチカミに関する調査研究（兵庫県林試ほ

か7県）

5．クリの山地適応品種検定選抜試験（岩手県林試ほ

か6県）

6．集材機用作業索の脱索防止試験（山形県林試ほか

7県）

7．三紀層地すべりの地域別運動形態の分類および防

止工法に関する研究（東京農大小出博）

8．木材平衡含水率試験（北海道林試ほか10県）

9．実大集成材の耐熱試験（東京工業大，工業材料研

究所後藤一雄）

10．クラフトリグニンの利用に関する研究（東京農大

芝本武夫ほか）

（配付先，各都道府県林務部課，同林試，国立林

試，各営林局）

大気汚染と農林作物（公害関係研究成果抄録I)

農林水産技術会議事務局B5版144P

本書は各種公害のうち，大気汚染について，当面要請

されている環境基準の設定に資するとともに今後の試験

研究の参考に役立てようとして，とりあえず過去におけ

る内外の研究論文を抄録したものである。

内容を目次からみると

1．大気汚染問題の歴史と現状

2．農林作物への影響（"碗成果抄録要約）

3．今後における研究上の問題点

4．研究成果抄録

（1）抄録目次
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造林技術研究発表集録（昭43年度）関東林木育種場長野支場業務記録

昭和44年3月B5版187P 熊本営林局昭44年2月B5版246P

これは熊本営林局が44年1月22日に開催した第9回造

林業務研究発表会で発表した成果を集録したものであ

る。

内容は，更新6ポット造林1，直挿し造林3，

林地瀧水1，ぼう芽枯殺1，下刈りおよびススキ枯殺5，

クズ枯殺3，林地施肥7，機械3，保謹3，種苗5その

他5の各課題

（配付先各営林局国立林試）

長野支場が設置されてから丁度満10年を経過した。こ

の記録はさきに発行した業務記録の続巻として取りまと

められたもので，今までに同支場の職員力調査研究して

きた業績が記述されている。

内容は，調査および試験として，カラマツに関するも

のが24項目，その他が12項目，また事業の概要として，

精英樹一覧表，クローン集植園の現況，採種園造成の現

況，検定林設定一覧表，遺伝子保存林設定現況表，見本

園樹種一覧表，種苗事業実行状況一覧表が記戦されてお

り，そのほか気象観測記録表，長野支場のうつりかわり

が記してある。

（配付先営林局国立林試）

一
再

Eド

＝

のよい老人がいる。この人は東京で大きな問屋の主人

であったが，戦争の時空襲で,家も家族もすべて失い，

世の無情を感じ四国巡礼に旅立ち，杖をこの寺に止め

たという。その人と話した本堂の廊下には米軍機の機

銃掃射の跡がいまも残っていて痛ましい。（小野春夫）

｜室戸の寺

室戸の岬端には，四国88カ所の第24番の札所室戸山

最御崎寺がある。俗に東寺ともいって弘法大師がここ

で修法中，明星が口に入ったことから寺を建てたとい

う。亜熱帯植物が暗く茂る参道を30分ほど登ると，大

師堂，山門があって本尊虚空蔵菩薩をまつる本堂があ

る。

88カ所は，四国を地職，飢餓，畜生，修羅の四悪趣

になぞらえ，ここに88趣の煩悩に因んで弘法大師が寺

を建てたという。この寺々を巡拝すれば悪趣煩悩から

のがれ，浄土に往生できるというのが，いわゆる‘‘四

国霊場巡り”である。

四国の春は早く3月の声を聞くと白衣の巡礼が続

く。金剛杖をつき，鈴をふり，指さした手型の彫った

道標から道樮へとお寺ごとに御詠歌をうたい，納め札

を奉納し，大師の霊験にひたりつつ南国の山野を往け

ば，たいていの病気や悩みは消えうせるだろう。病気

は気からというから…･･･昔は5～60日，今は巡拝バ

スで15日の旅だ。

最御崎寺の周囲には，椿樹やクワズイモ，ウバメガ

シの林が古い本堂の建物と調和して美しい。堂守りに

は夏休みに入ると寺の美しい娘さんが出るが，大抵品

＆
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するのか〃さらにまた南北問題に興

味ある方々に是非一読をお進めした

いのである。

そしてまたこの本力邊近ようやく

起こりかけている。一林諾協の熱帯

林業研究所，あるいばまた熱帯休業

協会などに象徴される熱帯林業の基

礎的研究の機運の発生，定着に，本

書が何らかの寄与をするであろうこ

とそ願うものである。

それにしても塩谷教授は本書の最

後に『日本の進んだ学問技術の方法
。CO口

論的基礎に，南方に関するある程度
。。。00。◎。◎

の知識が上のせされ，それに関心と

意欲が加われば，東南アジア林業の

指導をすることは，決して困難では

ないし』とおっしゃるが，果たして

そうだろうか。筆者が傍点を付した

『ある程度の知識の上のせ』程度で

間に合わせられるものではないと思

うのである。もっと基本的に取り組

む心椛えが必要なのではないか，本

書もそのような考えであればこそ単

なる木材産地事情の解説に終わらせ

なかったのではなかろうか。尊敬す

る塩谷教授らしくないお考え方と思

う。

筆者は日本のIBPで植物生態学

者と林学者のグループがマレーシヤ

の厳正保護林で熱帯多雨林について

の総合的立体的調査研究－この研

究成果が日本の植物生態学，林学の

研究にフィーババックする－が今

年から4カ年計画でマレーシヤのI

BPとの共同研究が進んでいること

を承知しているが，このような取り

組み方こそ東南アジア林業を指導し

うる根拠と思う力蚤どうであろうか。

暴言多謝

小滝武夫

（林業評論家）

いに理解がなかったのである。とい

うのは本緋でもいうとおり従来南洋

材についての解脱識，論文などがな

かったわけでないが，それは多く資

源とか，木材の産地事情の解明とか

で木材の生産流通の段階までであっ

た。ましてやこれらがよって立つ基

雛である。その国の社会経済の構

造，民族と歴史の背景にまでそれが

木材と林業に即してその職造と相互

関係を解明してくれたものはまった

くなかったのである。したがってこ

のような視点から取り扱った解説書

の現われることの希望は切なるもの

があったのである。ことに日本経済

の現段階として，南北問題の重要

性，ことに東南アジアのそれの問題

の解決のリーダーシップは日本の課

題である。その中の林業，木材の問

題はこの課題の半ばを占めるものと

いってよい。このことは従来のわれ

われの南洋材なる原料独得の問題の

みに止まるべきでないということな

のである。

ともあれこのような見地からいっ

て,今回塩谷教授をリーダー'とする，

優れた共同研究者の労作になる本書

はまったく上述の要請にピタリのも

のといってよい。このことは本醤第

1章Bに『本審のねらい』として述

べられているが，正にそのとおりで

異論のないことである。各章の執筆

者の韮調も統一してそこにおかれ，

一読東南アジア林業の実態が立体的

に，しかも民族の社会経済の発展の

中に捕えられていることは見事とい

ってよい。まことに時宜をえた近来

にない好著といってよいであろう。

南洋材関係者のみならず，林業，

木材関係はもちろん，ことに最近，

原料材独得のために大挙南方に進出

し始めた紙パルプの方々あるいは商

社の方々等が目先の資本の論理によ

って動くべきか，もつと長期の展望

によって動くべきかいずれの選択を

の鰡宣一

届

｡

『東南アジア林業の

展開』
一
）

－南洋材の生産流通構造－

塩谷勉編著

地球出KK発行

定価1200円

昭和23年南洋材が6千nl39戦後初め

て輸入された，これが木材輸入の皮

きりで木材輸入が再開され，爾来木

材輸入は日本経済の高度成長にささ

えられて激増の一途をたどってきた

こと,このうちの南津材が輸出合板，

インチ板としての原料であり，また

北は北海道から，南は九州の山々谷

々まで家を建てるとなると，ラワン

板，ラワンベニヤなる名称一安建築

の代名詞とされながら，われわれ庶

民住宅の建築に広範に行き渡ったこ

とも読者諸賢のすでにご承知のとお

りである。しかしこれほどまでわれ

われの産業に，国民生活に根をおろ

した商品一南洋材についてわれわれ

林材業関係者はこのものの現地にお

ける生産流通の織造，林業，材制，

さらにはこれらのフォレストポリテ

ィクをささえる社会経済の構造，民

族と歴史の背景についてどれほどの

理解がきれておったろうか。一かく

いう筆者もこの点不勉強のそしりを

免れない一人ではあるが。いずれに

しても十分な理解どころかまったく

理解がなかったといってもよいくら

凸
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造
林
作
業
の
機
械
化
は
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
お
け
る
小
型
可
搬
式
機
械
の
導
入
と
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
お
け
る
大
型
機
械
化
を
端
緒
と
し
て
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
前
者
は
、
小
型
可
搬
式
で
あ
る
た
め
の
制
約
が
あ
り
、
一
方
後
者
に
お
い
て
も
、

機
械
導
入
に
関
す
る
作
業
環
境
の
整
術
が
十
分
で
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
満

足
す
べ
き
水
準
に
至
っ
て
な
い
現
状
に
あ
る
。

思
う
に
、
わ
が
国
林
業
の
造
林
機
械
化
が
、
海
外
先
進
諸
国
の
機
械
作
業
技
術
を
、
主
と
し

て
伐
出
作
業
に
お
い
て
消
化
し
て
き
た
こ
と
、
多
様
な
造
林
技
術
に
適
応
す
る
機
械
の
開
発
が

困
難
な
こ
と
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
造
林
部
門
の
機
械
化
は
、
伐
出
部
門
に
比
し
て
そ
の
進

度
、
範
囲
が
小
さ
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
最
近
の
農
山
村
か
ら
の
労
働
力
流
出
は
従
来
の
人
力
に
よ
る
造
林
技
術
の
行
使
に

大
き
な
障
害
を
及
ぼ
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
た
め
代
替
手
段
の
開
発
導
入
の
必
要
性
が
大
き
く

な
り
つ
つ
あ
る
。

造
林
作
業
に
お
け
る
代
替
手
段
は
、
蕊
剤
、
肥
培
な
ど
の
化
学
的
手
段
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
機
械
化
の
重
要
性
が
、
近
年
と
み
に
宣
伝
さ
れ
出
し
て
き
た
。

造
林
作
業
の
機
械
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
労
働
強
度
の
軽
減

を
前
提
と
し
、
造
林
地
の
条
件
、
投
下
技
術
の
態
様
な
ど
を
整
理
し
た
う
え
で
、
そ
の
体
系
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
．
ま
ず
、
林
地
傾
斜
に
よ
る
区
分
が
前
提
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
自
走
式

機
械
が
作
業
可
能
な
林
地
と
、
そ
れ
以
外
の
林
地
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
、
岩
村
田
、
草
津
営
林
署
な
ど
に
お
け
る
成
果
の
う
え
に
、

最
近
数
種
の
作
業
機
が
開
発
さ
れ
、
逐
次
そ
の
効
果
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
機
械
化

を
本
格
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
機
城
化
作
業
に
適
し
た
造
林
技
術
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
鉢
付
苗
造
林
は
、
今
後
の
機
械
化
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
林
地
を
変
形
さ
せ
て
自
走
式
機
械
に
適
応
す
る
条
件
を
作
り
出

す
方
法
と
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
機
概
化
を
進
め
る
方
法
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
一
部
国
有
林
に
お
い
て
、
階
段
造
林
や
集
材
架
線
利
用
に
よ
る
地
鋪
え
、
植
穴
堀
り
作
業

の
機
械
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
わ
が
国
に
お
け
る
造
林
作
業
の
機
械
化
は
、
種
々
の
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
林
道
の
投
入
が
大
前
提

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
機
械
化
も
そ
の
投
入
進
度
に
応
じ
た
態
勢
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

（
夢
抱
松
）

造
林
作
業
機
械
化
の
課
題

凸
伝

一

ー

－ 35－



第24回総会（通常）

5月28日(水)午後1時から東京都千代田区永田町1丁

目17番地，全国町村会館9階ホールにおいて開催。会員

8,156名(内委任状提出者8,071)名が出席して盛大に行な

われた。総会は蓑輪理事長の挨拶につづいて第15回林業

技術賞の表彰，第2回林業技術奨励賞の表彰，第14回林

業技術コンテストの入賞者の表彰を終わって総会議事に

入った。

議長に浜住芳一氏を選び下記議案について審議しそれ

ぞれ原案のとおり承認可決された。議事終了後，ひきつ

づいて林業技術賞および林業技術奨励賞受賞者の記念講

演を行ない，午後5時頃総会を終了した。

昭和43年度収支決算報告書

('1損益計算警(皇繍鍵娼韻）
芯

〔借 方〕

8,515,909円

164,530,061

606,730

4,729,825

79,795,499

5,782,286

604,451

940,540

12,432,288

277,937,589

万〕

9,037,335円

242,169,773

12,591,332

4,481,013

5,141,017

504,445

2,901,423円

1,111,251

277,937,589

還 元費

事業費

航測検査費

研究指導費

一般管理費

その他の費用

草津保菱所費

期首棚卸品

当期剰余金

計

，

、

《
）

第24回総会(通常）決議公告
〔貸

昭和44年5月28日開催の本会第24回総会(通常)におい

て次のとおり決議されたので，会員各位に公告します。

昭和44年5月28日

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

記
●

議案

第1号議案昭和43年度業務報告ならびに収支決算報告

の件

原案通り承認可決

第2号議案昭和44年度事業計画ならびに収支予算案の

件

原案通り承認可決

第3号議案昭和“年度借入金の限度額の件

7,500万円とすることを承認可決

第4号議案役員補充の件

役員選考委員会により推薦され別記の

ように決定
〃

昭和43年度業務報告書

会費収入

事業収入

航測検,査収入

研究指導収入

その他の収入

草津保養所収入

期末棚卸品

期末仕掛品

計 や
可

掴

《
》

(2)貸借対照表（昭和44年3月31日）

〔借 方。

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
前

金
金
金
金
金
託
金
金
券
用

2,706,960円

22,904,705

309,522

1，410，375．

253,819

1,000,000

7,762,303

49,863,055

753,500

2,978,741

通預

座預

替貯

期預

付信

掛

収入

価証

払費

昭和43年度諸行事は政府の暫定予算の関係でやや出足

がおくれたが，会員ならびに本会組織各機関および関係

各方面の深いご理解とご支援をうけ，総会において承認

された事業計画を順調に実施すること力ざできた。

その収支の予算と実行の対比は次のとおりである。
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敷金

棚卸品

仕掛品

仮払金

士地建物

什器俄品

設備

部分林

合計

建
備
《

卸
掛
分

地
器

〈
ロ

敷
棚
仕
土
什
設
部

2,150,000

2,901,423

1,1111251

1,071,768

34,864.206

15,009,914

8,413,539

6,136,748

161.601.829

金
品
品
物
品
備
林

2,150,000

2,901,423

1,111,251

34,864,206

15,009,914

8,413,539

6,136,748

161,601,829●
ザ
護
込
定
●

ト
ー
書
画

〔貸 方〕

〔貸 方〕 支払手形

未払金

短期借入金

長期借入金

前受金

預り金

仮受金

、小 計

正味資産

合計

10,762,012

37,724,394

20,000,000

2,399,142

3，]47,930

1,441,279

332,892

75,807,649

85,794,180

161,601,829

支払手形

未払金

短期借入金

長期借入金

前受金

預り金

仮受金

退聯給与引当金

価格変動準附金

貸倒引当金

退職給与積立金

設附充当資金積立金

基本財産

通常財産

繰越剰余金

当期剰余金

合計

10,762,012円

37,724,394

20,000,000

2,399,142

3,147,930

1,441,279

332,892

2,215,994

140,000

800,000

6,000,000

37,000,000

12,535,344

9,216,128

5,454,426

12,432,288

161,601,829

』一

(4)剰余金処分(案）

1．繰越剰余金

1．当期剰余金

5,454,426円

12,432,288

計

之を処分すること下記の通り

1．繰越剰余金

17,886,714

17,886,714円句一一一■■一一一一一章＝一一一－－1■■－ー一一一一一.■■1■■－－■'－－－■-■むつ

■

昭和44年5月28日一

(3)財産目録（昭和44年3月31日現在）
卓

東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

〔借 方〕

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
前
仮

金
金
金
金
金
託
金
金
券
用
金

2,706,960円

22,904,705

309,522

1,410,375

253,819

1,000,000

7,762,303

49,863,055

753,500

2,978,741

1,071,768

預
預
貯
預
信
入
証
費

掛
払

通
座
替
期
付
収
価
払

上記社団法人日本林業技術協会の昭和43年度業務報

告，収支決算報告(損益計算書，貸借対照表，財産目録）

について監査の結果，すべて適法かつ正確であることを

認めます。

監事

監事

寛正

高橋克

一

一

己

－37－



また，わが国経済の国際化にかんがみ，広く海外の森

林事幡ならびに林業技術に関する･備報活動を強化し，国

内林業および関連産業の発展に黄するとともに，国際協

力に寄与せんとするものである。

以上の方針に基づき，昭和44年度の事業計画および収

支予算案を次のとおり錐定する。

昭和44年度事業方針

最近におけるわが国社会経済のめざましい進展は，林

業をとりまく環境を大きく変貌しつつ，林業自体にもい

くつかの問題を提起した。とくに，将来に向って予想さ

れる国土の高度利用と国民生活の向上とは，森林に対す

る各種の社会的需要をますます増大せしめる傾向にあ

り，また海外事情の国内林業に及ぼす影響は必ずしも楽

観を許さないものとおもわれる。

このときに当たり，日本林業の永遠の繁栄を期するた

めにば，林業の当面する今日的課題のすみやかなる解決

はもちろん，林業の将来にたいし今から適切なる対策を

樹立することが切望される｡よって,われわれ林業技術関

係者は，技術を紐帯として強固な団結のもとに総力を結

集し，林業における技術体系の確立等技術的条件の整術

をはかるとともに，すすんで革新的技術の開発に努め，

もって，みずからの技術を駆使することにより，日本林

業の発展の可能性を高めなければならない。

このような考えに立って，本会は，昭和製年度も会員

の増加，支部活動の活発化を期待し，組織の強化をはか

るとともに，目的達成上必要な諸事業をひきつづき実施

するものとする。とくに，公益事業の拡充を主眼とし，

なかんずく，技術向上の基礎となる調査研究の充実なら

びに機関誌などの刊行物，映画等を通じての実用技術の

普及には，なお一層の努力をつづけるものとする。さら

に航測蕊業においても，新技術の開発と応用分野の開拓

を積極的に推進し，あわせて実務の指導研修を強化して

空中写真利用技術の普及に努めることとする。

昭和44年度予算

1．収入の部

寺
夙
迄
Ｐ
凸
司
毎
己
已
辱

－芹再テ
14，463

4図139

15，964

65,489

175,891

1,020

12,429

289,395

会饗収入

研究指導収入

航測検査収入

一般事業収入

航測事業収入

事業外収入

借入金

合計

《
）

2．支出の部

一『訶可戸
16，077

10,803

13，347

71,351

160,110､

350’

17,357

289,395

還 元蟹

研究指導費

航測検査蟹

一般事業費

航測事業蟹

部分林費

固定費産取得捜

合計

凸

役員の改選
８
Ｊ
■
凸
守

《
》

新役員は下記のように決定した。

役員名簿

氏名

蓑輪満夫

小田精

成松俊男

会沢義正

伊藤清三

入交保雄

飯島富五郎

浦井春雄

遠藤嘉数

現職

日林協理事長

〃専務理事

〃常務理事

林業信用基金

弘済会

東京都

教育大学

日本林業土木KK

林総協

氏名

高見寛

徳本孝彦

孕石正久

山村誠治

飯田四三九

金子正夫

川名明

栗田憲二

小滝英夫

現職

水利科学研究所

合板検査会

全森連

王子木材

住友林業

三井物産林業

農工大

静岡県農林水産部

秋田県製材協会

事
事

理務
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃

常
理

理事長

専務理事

常務理事

常務理事

〃

〃

〃

〃

〃
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'理事神足

〃 鈴木

〃 扇田

〃 谷井

〃玉木

〃長井

〃 西川

〃藤本

蹄
濯
璋
澤
濡
逵
徹
舞

大一商店

(北見営林局長）

東京大学

薬剤協会

(函館営林局長）

(林野庁）

岩手県農地休務部

長野県林務部

理噸鈴木

〃 松島

〃蕊田

〃 森田

監事箆

〃高橋

名古屋大

高知大学

日大

国策パルプ

日本海貿易KK

林業労災防止協

（ご芳名は五十音順）

七
也
茂
進
二
已

太
鉄
正
克

Ｏ
色
守

11
第15回林業技術賞および第2回林業技術奨励賞

5月14日審査会を開催し，12名の候補者のうちから，下記の通り決定し，表彰式は5月28日，本会第24回総会の席

上で行なわれた。

○林業技術賞矢野末士（延岡営林署）

「特殊索張り方式によるW形曲線集材についての業綴」

増田久夫（林試，防災部）○林業技術奨励賞

桑畑動（林試北海道支場）

「エゾヤチネズミの飼育実験装腫の考案ならびに飼育山田耕一郎（青森営林局計画課）

法についての業績」 「青森営林局管内土壌調査図の完成」

白石明（函館営林局計画課）長正道（九州大学農学部）

「人工植栽困難な亜寒帯性地帯においてカンパ類の下「森林調査ならびに空中写真利用による森林計測技術

種更新を可能にした業績」の開発に関する業績」

1－

第15回林業技術コンテスト

5月26日午前9時から東京営林局会議室で18名の参加者をえて開催。同日発表終了後審査を行ない下記の入選者を

選んだ。なお表彰式は，第24回総会の席上で行なわれた。

○林野庁長官賞て」

○日本林業技術協会賞

畑中‘静雄（長野営林局）

「塩素酸系除草剤の下刈作業における除草効果と薬害原田明男（大阪営林局）

防止」 『スギ直ざし山元ポット養苗について」

丸口達雄（長野営林局）小川宇内（秋田営林局）

「漸伐作業集材における自動構取器の考案」 「スギ床替苗木の据置による生産性の向上について」

上野健開（北見営林局）稗本斉（名古屋営林局）

「簡易索張り方式に用いる繋留式ブロック考案につい「富山営林署の蒙湿雪地帯の造林対策」

浄

８
６
●
＆
品
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しのお世話をいたしております。ご利用下さい。

昭和44年度第1回理事会

日時昭和44年5月28日（水）

午前10時より

於全国町村会館9階ホール

議題

1．第24回総会（通常）提出議案について

(I)第1号議案

昭和43年度業務報告ならびに収支決算報告の卿

回第2号議案

昭和44年度事業計画ならびに収支予算の件

例第3号議案

昭和44年度借入金の限度額の件

㈲第4号議案

役員補充の件

2．参与の委嘱について‐

複製写真の単価

昭和44年度の空中写真の複製単価は下表のとおり改訂

されましたのでお知らせ申し上げます。荷造り，送料は

含まれていません。実費を申し受け蓑す6

複製写真単価表
⑫
“
■
で
き
■
垂
■
鋼
喀

|単枚当た&’
’115円’

複製成果の種類

密瀞写真（その1）

密着写真（その2）

ポジフイルム(その1）

ポジフイルム(その2）

引伸写真（その1）

伽考

(1)
(その1)は空中写
真のネガがロール
のままの状態にあ
るものを使用して
複製するもので撮
影計画機関の当年
度撮影地区のみに
適用。

(その2）は上記の
ネガが1枚ごとに
切断された編集済
の状態にあるもの
を使用して複製し
た場合b

(2)クロスの複製は
全廃しました。

132

533

《
）

566

390

引伸写真（その2）

3倍引仲写真

570

1,530

1,830

2,050

4倍引伸写真

4.5倍引伸写真
出席者：会沢，伊藤，浦井，遠藤，神足，徳本，山林

孕石，金子，小滝，谷井，高橋の各委員と本会

から蓑輪，小田，成松，松川

5倍引仲写真 2,300

130

126

判読資料用部分伸写真

縮小標定図

し林業技術編集委員会q

5月13日（火）本会会議室において開催一

出席者：畑野，山内，中野，中村，浅川の各要員と本

会から小田，八木沢，石橋，高橋。

「屋久杉」文部大臣賞受賞

熊本営林局朧修，本協会企画，製作にかかる記録映画

「屋久杉」は第7回日本産業映画コンクール（主催日本

産業映画協議会，後援毎日新聞社,文部省,通商産業省）

において131本いう多数の参加作品の中から文部大臣賞

を授与されました。6月22日午後3時NHK教育テレビ

で放映の予定です。

なお本会では同映画のプリントの販売，ならびに貸出

し編集室から司潅慨篭蝋駕驫
ますますご活躍のことと存じます。わたくしたちも，43

年度の仕事の決着を付け，総会もとどこおり葱<終え

て，いよいよ今年度の仕事に本格的にとb組もうと意欲

をもやしているところです。

先日，ドイツのアウトバーンにも匹敵するといわれる

東潤商速道路が全通して，モータリゼイションもその極

に達した観があります。消息通によると日本の自動車需

要の伸びも今が頂点で，今後は鈍化をたどるだろう，そ

れに代わるべき次代の花形産業は住宅産業だといいま

す。従来の考え方でいけば住宅＝木材で「わが世の春』

がまたまた来るぞというところですが，新しい産業に深

し森林航測編集委員会可

5月16日（金）本会会議室において開催

出席者：西尾，正木，依田，中島の各委員と本会から

成松，中曽根，丸山，渡辺，八木沢，石橋，寺崎。

くかかわっていけるかどうかはマスプロを目ざす住宅の

一部品として，要求される締度を木材がよく満たせるか

否かにかかっているのではないでしょうか。木材加工技

術の進歩に期待したいものであり意す（八木沢）

凸
ｖ
凸
日
”
。
“
里
■
■
巳

（
』
）

昭和44年6月10日発行

林業技術第327号

細築発行人蓑輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社
－－，－一一

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7(郵便番号102）

砥活（261）翠81(代)～5

（擾替蛎京6“48器）

発行所
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新 刊紹介一林木育種鍍番2－；§ ．
§ざ外国樹種の導入；林木育種用語辞典き
き ：

石川健康訳A5判頒価200円．： ；
； 実 費650円§

会員特価550円 ﾐダ

ミ －林木育種叢書3－ミ
ミ

子生物学，植物学に関する辞典用語集はいろいろ刊
交雑育種・交配技術；

亨行されているが，林木育種に関連したこまかい言
岩川盈夫訳A5判頒価230円・鍵や特殊な用語は，これらの既刊書をしらべてみ：

；きても見当たらないことが多い。 §今

をかつて船引洪三氏による“林木育種の用語解話”さしき・つぎき・とりきf
§ ち

;を出版したが，これは主として英文報告を読む場一栄養繁殖に関する文献とその要録一；
§合の手引とすることを主眼としたものである。 ；

材業試験場育種研究室編A5判頒価450円§
§本書は育種と繁殖を中心とした林木育種用語を広 き
;汎に集め，語集千数百語について，五十音頃に配 ミ
ミ列の上簡単な説明を付しあわせて該用語を和英， スギ採穗園のつくり方 ；
;英和両面から求められるようにした｡大方のご愛一高台円筒形を中心にして－、

田中周著A5判頒価200円湖 をお奨めしたい。．
§

； 発行林木育種協会 ：

東京都千代田区大珊齢i鯆鴎ﾙ磯篭辮乱5鍔；
；

；

I

！

~

｡*

割
一
二
筐
言
言
三
三
一
三
言
言
一
三
三
言
二
言
昌
言
三
一
三
二
一
舅
三
言
三
三
皇
壽
言
毫
曼
言
曼
匡
皀
言
三
三
三
意
喜
雪
三
三
晨
言
薑
呈
一
三
言
薑
薑
臺
壹
言
三
二
言
一
言
皇
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二

三
三
三
二

1969年度版『山火予知ポスター』の図案ならびに標語を鳶
一

＝
＝

募 集いたします。薑
＝

筈ニ
ニ
ー

垂
一

＝
－

＝

● 募集〆切期日および送付先創作に限る。誉
三
零

fi)〆切期日昭和44"7月15日何用紙の大きさと色彩言
同送付先大きき縦37un,"21('lnを標準とし,たてがきと冒

一

東京部千代田区六番町7番地日本林業技術協会する。（予知紙を入れる窓(8”×8cIn)を必ず号
●入賞者には，賞状および記念品を贈呈作ること）言

＝

1等2名日本林業技術協会理事長賞色彩7色以困｡ただし,山火予知漂示色,明る琴
副賞として10,000円程度の記念品い紫味青b$こぶ青味紫,灰味赤紫,に裁赤紫の言●

2 等3名同’一言4色は必ず使用のこと。（油彩，水彩クレヨン薑

副賞として5．000円程度の記念品何でも可）量
＝

佳作若干名に記念品なお,山火危険全国推移図も，とり入れること。言
●ポスター作成、見本は各支部に配布してあります。鬘

＝
＝

特に優秀なものは，本年度山火予知讃スターとしvツ標語(山火予防）についてミ
ニ＝

て 使用する。‐文語，口語，長さも自由。ただし，山火予防，三

●作品の要領森林愛謹を強調した適切なもの。量
＝

㈹要旨㈲作品の裏面にも住所,氏名を必ず明記のこぎ
一

山林火災予防を国民一般に周知徹底させ，森林と。言
＝

愛謹の必要性を強調したもの。ただし未発表の言
三

三
＝
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林業実習研究会編
近年ますます不足物資となりつつある木材の増産はもとより，

国土保全の上から災害を防止することや風致・観光面から自

然保謹の必要性など，今日における林業近代化の上で課せら

れた問題は多い。本書はそれらの問題に伴なって，高度化・

多角化した林業技術を総合的にとりあげ，林業に携わる人々

にとって翼に林業実務の能率をあげる上に役立つよう，実験

実習の技術要領を指示したものである。専門家25氏により平

易明確に記述された鎧新の実習便覧。

………主要目次･…,…・

造林（種苗／育種／保育／室内実験）
病虫獣醤（樹病／害虫／有害獣類）
植物生態（生態学的な見方／植生澗交法／植

生図作製法）
立地（地形，地質調韮／土壊鯛交）
砂防（渓流砂防／山腹工／緑化工）
森林測定（測湿/測樹/樹幹解析/森林航測）
統計処理（統針／電子計算機）
風致エ（自然風景地計画の方法／森林風最

計画の技法と実例
森林工学（森林土木〔林道測侭法〕/土質試験）
機械・作業（磯械／エ礎／安全）

１
１

（

《
）

林業実務必携
東京農工大林学教室編価1000円

砂 防工学
遠藤隆一･河田五郎他著価1000円

警図噌翻鎧雷嘱進

東京都新宿区新小川町2-10振替口座東京8673番

図 説樹木学
<針葉樹編＞矢頭献一著価1000円

<常緑広葉樹編＞岩田利治著価1000円

〈落葉広葉樹編＞菫雷蔚語著価'000円
β言・孟師‘…月田“……沙…罰司蓉＝僻で…芭顕…哩龍撒弘-1Iも地稗舞焔 函,~鐸師E0T“… ､】納強齢銀瓦麺瓦諏醗沙~て誕込配.五t鰐…此…0－”画・整い▲■麺21

地球出版の図書
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人手のないとき大助かり・・・・．

1回の処理で2年も効きます。
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和
四
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四
年
六
月
十
日

昭
和
二
十
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年
九
月
四
日

ラー一カー・マツ 力』

１
１

'S9年マツ加苛一

静力､なチェンソー
麓

マツカラーチェンソ－10シリーズ

に安全、快適なお仕事を約束する

マッカラー独自の優れた特長がま

たひとつ加えられました。

それは世界で初めて騒音を半減す

る低音マフラー“サウンドサイレ

ンサー”力曾ついたことです。

発
行

第
三
種
郵
便
物
認
可

０
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（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

米国マッカラー社日本総代理店

瓜 株式宮一豪而面で五会社

本社･小樽市稲穂2丁目1番1号電話0134(4)131『㈹
支店･東京都中央区日本橋1丁目6番地(北海ビﾙ）電話03(273)7841I@
営業所d小樽市稲穂2丁目1番1．号電話0134(4)1311IU
盛同市開通橋通3f41号（第一ビﾙ）電話0196(23)4271"
郡山市大町1丁目14¥4号透藍0鄭撃(2)5416HU
東京都江東区東陽2丁目4番2号通話03(645)715166
大阪市北区西堀川可18番地(高橋ピﾙ東館）電話06(36I)917MU
福岡市赤坂1丁目15番地4号(菊陽ビﾙ）電話的2(75)5095"

カタログ進呈・誌名ご妃入下さい。
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ポケットコンノfスの代表牛方式カゴ

更に一歩前進しました.／

』
１
典

第
三
二
七
号

鱗
S－27牛方式全円
ポケットコンパス

￥21,麹

S－28牛方式正像

ポケットコンパス
￥19.m

S－32牛方式筒型
ポケットコンパス

脳14.”

定
価
百
三
十
円
送
料
六
円

■望遠鏡は12倍にポケットコンパスに正立プリズム光学系を採用し、

倍率で20％、明るさで60%の向上を果しました。これによって一般観
測、スタジア測量共に大へん見易くなり薄暮の測量も可能です。

■望遠鏡の長さは120孫にピニオン繰出装磁を採用、全器種につい

て調整装麗の人間エ学的な改善を図り､使いやすく操作性を一層高めまし
た。

■オーバック装置をトラコンに5分読水平分度が帰零式になりまし

た。オーバックブラ二メーターは絶大なご好評をいただきましたが～

トラコンのオーバック（帰零）は測角を極めて容易迅速に行います。 I
血牛方商急鮮細カタログ

ご入用の節は

跨名記入の上
ご用命下さし､。

東京都大田区千鳥2-12-7

〒[145)m1FL(750)0242代表
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